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関川村『大したもん蛇まつり』
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加藤 清二郎

加藤 清二郎（かとう せいじろう 1898-1982）氏は、1898 年（明治 31 年）４月 
８日 新潟県中蒲原郡白根町（現・新潟市南区）生まれ。レストラン「聚楽」の
創業者として知られる。小学校卒業後、奉公や兵役、樺太での労働、相場の失
敗など苦労を重ねた後、1922 年に上京。「安く清潔で入りやすい食堂」を志し、
1924 年に東京・神田須田町で「須田町食堂」を開業した。手頃な価格と清潔な
店づくりが評判を呼び、効率的なチェーン方式で事業を拡大。昭和 10 年代に
は約 90 店舗を展開し、「食堂王」と称された。昭和 30 年代には弥彦ロープウェー
開業、その後、社名を「聚楽」と改め、ホテル業や観光事業にも進出した。
1982 年９月 24 日逝去。享年 84 歳。

◎表紙◎

『大したもん蛇まつり』
（関川村）

撮影場所：関川村上関地内
提供者：関川村観光協会

昭和63年、村民の連帯を深める村
全体の祭りとして始まりました。
大里峠に伝わる大蛇伝説と、昭和
42年８月28日の羽越大水害の記
憶を後世に伝える願いが込められ
ています。祭りの主役は、集落数と�

同じ 54の胴体を持つ全長 82.8 メ�
ートル、重さ約２トンの大蛇。竹と�
ワラで作られた巨大な大蛇が、村
内を大きくうねりながら練り歩く
勇壮なパレードは、関川村を代表
する夏の風物詩となっています。

（実業家、東京新潟県人会第６代会長　1964－1980）

東京新潟県人会［歴代会長］紹介
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の
日
経
ホ
ー
ル
・
ホ
ワ
イ
エ
に
は
、

新
潟
県
内
各
地
の
魅
力
が
集
結
し

た
。
新
潟
県
産
米
、
枝
豆
、
米
菓
、

水
産
加
工
品
、
工
芸
品
な
ど
の
特

産
品
販
売
に
加
え
、
県
内
18
の
酒

蔵
に
よ
る
日
本
酒
の
試
飲
販
売
、

観
光
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
産
業
団

地
の
紹
介
な
ど
、
多
彩
な
企
画
が

展
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
新
潟
県

の
Ｇ
Ｘ
戦
略
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

や
、
新
潟
大
学
日
本
酒
学
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
も
行
わ
れ

た
。
来
場
者
に
と
っ
て
、
五
感
で

新
潟
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
首
都

圏
で
は
な
か
な
か
味
わ
え
な
い
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。

今
回
の
マ
ル
シ
ェ
の
特
徴
は
、

単
な
る
物
産
展
で
は
な
く
、「
首

都
圏
と
新
潟
と
の
つ
な
が
り
」
を

テ
ー
マ
に
据
え
た
点
に
あ
る
。

新
潟
県
は
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力

発
電
所
や
水
力
発
電
所
な
ど
、
首

都
圏
へ
の
電
力
供
給
地
と
な
っ
て

お
り
、
長
年
に
わ
た
り
首
都
圏
の

暮
ら
し
や
産
業
活
動
を
支
え
て
き

た
地
域
で
あ
る
。
経
団
連
は
、
こ

の
電
力
供
給
と
い
う
新
潟
県
の
役

割
に
着
目
し
、
感
謝
と
応
援
の
意

を
込
め
て
本
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
。当

日
は
、
経
団
連
の
筒
井
義
信

会
長
、
新
潟
県
の
花
角
英
世
知
事

を
は
じ
め
、
東
京
電
力
の
小
早
川

社
長
な
ど
、
関
係
機
関
・
企
業
の

代
表
者
も
会
場
を
訪
れ
た
。
報
道

に
よ
れ
ば
、
筒
井
会
長
は
、
新
潟

県
が
こ
れ
ま
で
首
都
圏
へ
の
安
定

的
な
電
力
供
給
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
感

謝
の
意
を
表
し
た
。
ま
た
、
電
力

供
給
と
い
う
役
割
だ
け
で
な
く
、

新
潟
県
の
地
域
資
源
や
産
業
の
魅

力
を
知
り
、
消
費
や
交
流
、
投
資

へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

に
も
言
及
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
花
角
知
事
は
、

新
潟
県
が
長
年
に
わ
た
り
電
力
供

給
を
通
じ
て
首
都
圏
の
経
済
活
動

や
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た

こ
と
へ
の
理
解
が
広
が
る
こ
と
に

期
待
を
示
し
た
う
え
で
、
こ
の
イ

令
和
８
年
６
月
16
日
、
東
京
都

千
代
田
区
・
日
経
ビ
ル
に
お
い
て
、

一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連

合
会（
経
団
連
）主
催
に
よ
る「
新

潟
県
応
援
マ
ル
シ
ェ
～
首
都
圏
の

電
力
を
支
え
る
新
潟
の
魅
力
を

知
っ
て
・
買
っ
て
・
応
援
～
」
が

開
催
さ
れ
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、

新
潟
県
が
長
年
担
っ
て
き
た
首
都

圏
へ
の
電
力
供
給
と
い
う
役
割
に

改
め
て
光
を
当
て
、
そ
の
貢
献
へ

の
感
謝
を
示
す
と
と
も
に
、
産
官

学
の
連
携
に
よ
り
、
県
産
品
、
観

光
、
産
業
立
地
な
ど
新
潟
の
多
彩

な
魅
力
を
発
信
し
、
首
都
圏
と
の

経
済
連
携
強
化
や
新
潟
県
へ
の
投

資
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

会
場
と
な
っ
た
日
経
ビ
ル
３
階

ベ
ン
ト
を
契
機
と
し
て
首
都
圏
と

新
潟
と
の
つ
な
が
り
が
一
層
深
ま

り
、
新
た
な
交
流
や
連
携
へ
発
展

し
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
を
述
べ

ら
れ
た
。

会
場
で
は
、
来
場
者
か
ら
「
新

潟
が
首
都
圏
を
支
え
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
知
っ
た
」「
食
や
酒
だ

け
で
な
く
、
産
業
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
面
で
も
新
潟
を
身
近
に
感
じ

た
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
た
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
新
潟
県
が
単
な
る
観
光

地
や
食
の
産
地
で
は
な
く
、
日
本

の
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
盤
を
支

え
る
重
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
が

伝
わ
る
機
会
と
な
っ
た
。

東
京
新
潟
県
人
会
に
と
っ
て

も
、
本
イ
ベ
ン
ト
は
大
き
な
意
義

を
持
つ
。
首
都
圏
で
暮
ら
し
、
働

く
私
た
ち
は
、
ふ
る
さ
と
新
潟
の

魅
力
や
価
値
を
発
信
す
る
「
架
け

橋
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
今
回
の
マ
ル
シ
ェ
は
、
経
済

界
が
新
潟
へ
の
敬
意
と
期
待
を
形

に
し
た
象
徴
的
な
取
組
で
あ
り
、

新
潟
と
首
都
圏
と
の
新
た
な
連
携

の
出
発
点
と
も
い
え
る
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
取
組
を
通

じ
て
、
多
く
の
人
々
が
新
潟
の
魅

力
に
触
れ
、
交
流
が
広
が
り
、
新

潟
県
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

首
都
圏
の
生
活
と
産
業
を
支
え
る
新
潟
の
魅
力
を
発
信

経
団
連
主
催「
新
潟
県
応
援
マ
ル
シ
ェ
」盛
大
に
開
催

GX産業団地のパネルをご覧になる、花角知
事（左）、筒井会長（中央）、小早川社長（右）

県内 18の酒蔵と新潟大学日本酒学センターによる試飲・販売

笹団子を試食される筒井会長（中央）

多くの来場者で賑わった物産ブース
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北
朝
鮮
が
日
本
な
ど
の
外
国
人
を

拉
致
す
る
目
的
、
大
韓
航
空
機
爆

破
事
件
の
裏
な
ど
を
、
工
作
員
の

名
前
を
交
え
る
な
ど
で
生
々
し
く

語
り
ま
す
。さ
ら
に
北
朝
鮮
が「
死

亡
し
た
」
と
す
る
拉
致
被
害
者
に

つ
い
て
も
、「
死
亡
し
た
と
い
う

時
期
の
あ
と
、
私
は
そ
の
人
と

会
っ
て
い
ま
す
。
物
的
証
拠
も
で

た
ら
め
」
と
、
あ
か
ら
さ
ま
な
嘘

を
論
破
。

　
「
ず
っ
と
あ
の
一
族
が
権
力
を

握
る
か
ぎ
り
、
北
朝
鮮
の
体
制
は

ず
っ
と
あ
の
ま
ま
。
の
ら
り
く
ら

り
と
か
わ
し
て
い
く
つ
も
り
で
す

か
ら
、
日
本
は
〝
そ
う
は
さ
せ
な

い
〟
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
続

け
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
た

め
に
大
事
な
の
は
、
世
論
な
ん
で

す
」

　

と
結
び
ま
し
た
。

　

後
半
の
懇
親
会
で
は
、
各
テ
ー

ブ
ル
に
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
、
日
本

酒
や
さ
ま
ざ
ま
な
お
つ
ま
み
、
さ

ら
に
協
賛
企
業
提
供
の
ス
ナ
ッ
ク

類
が
並
び
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑

顔
の
歓
談
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。

あ
ま
り
に
出
席
者
が
多
い
た
め
、

76
年
卒
以
降
の
〝
若
手
〟
は
立
食

形
式
で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
を
紹
介
し

合
っ
た
り
、情
報
交
換
を
し
た
り
。

参
加
者
の
数
に
比
例
し
、
盛
り
上

が
り
も
例
年
以
上
で
し
た
。

　

そ
の
後
校
歌
斉
唱
、
新
潟
柏
会

の
前
田
秀
子
会
長
（
76
年
卒
）
の

締
め
の
挨
拶
、
東
京
柏
会
・
吉
田

弘
道
副
会
長
（
71
年
卒
）
の
閉
会

の
辞
で
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
懇
親
会
の
時
間
が
限
ら

れ
て
い
た
た
め
、「
ま
だ
飲
み
足

り
な
い
」
と
い
う
方
々
も
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
期
で
２
次
会
を
催
し

た
よ
う
で
す
。

　

真
剣
な
表
情
で
蓮
池
さ
ん
の
講

演
に
聞
き
入
っ
て
い
た
参
加
者
の

一
人
は
、「
柏
高
の
出
身
者
な
ら
、

自
分
が
拉
致
さ
れ
て
い
て
も
お
か

し
く
な
か
っ
た
ん
だ
、
と
い
う
連

帯
感
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
」
と

の
声
が
。
そ
の
連
帯
感
が
、
１
３

９
人
出
席
と
い
う
盛
況
に
つ
な

が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
東
京
柏
会　

楊
順
行
幹
事
筆
）

ク
ス
の
柏
崎
水
素
パ
ー
ク
で
は
、

国
内
初
の
水
素
に
よ
る
発
電
を
開

始
し
ま
し
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
柏
崎
高
校
・
夏
見
康
彦

校
長
、
同
じ
く
来
賓
の
土
田
新
吾

柏
中
・
柏
高
同
窓
会
長
（
64
年
卒
）

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
柏
崎
市
元

気
発
信
課
の
村
山
誉
さ
ん
か
ら

は
、
例
年
ど
お
り
ふ
る
さ
と
納
税

に
関
す
る
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
拉
致
問
題
の
真
相
と
今
」

�

蓮
池
　
薫

　

蓮
池
さ
ん
の
特
別
講
演
は
、
題

し
て
「
拉
致
問
題
の
真
相
と
今
」。

蓮
池
さ
ん
は
、
中
央
大
法
学
部
３

年
在
学
時
の
78
年
夏
、
何
者
か
に

拉
致
さ
れ
、
帰
国
す
る
ま
で
の
24

年
間
、
北
朝
鮮
で
の
不
自
由
な
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
帰

国
後
、
中
大
に
復
学
し
て
卒
業
す

る
と
、
著
述
家
、
翻
訳
家
と
し
て

活
動
す
る
か
た
わ
ら
、
08
年
か
ら

は
新
潟
産
業
大
学
で
教
鞭
を
執

り
、
現
在
は
特
任
教
授
を
務
め
て

い
ま
す
。
講
演
で
は
、「
面
の
皮

の
厚
い
北
朝
鮮
は
、〝
拉
致
問
題

は
解
決
ず
み
〟
と
シ
ラ
を
切
り
ま

す
が
、
解
決
し
て
い
な
い
か
ら
こ

そ
、
わ
れ
わ
れ
は
運
動
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
必
要
な
ん
で
す
」
と

力
説
。

　
「
タ
バ
コ
の
火
を
貸
し
て
く
れ

と
い
わ
れ
た
あ
と
、
後
ろ
か
ら
猿

ぐ
つ
わ
を
か
ま
さ
れ
た
」
と
い
う

拉
致
さ
れ
た
と
き
の
詳
細
か
ら
、

　

７
月
４
日
（
土
）
午
後
、
台
東

区
上
野 

１

－

13

－

６ 
東
京
新
潟

県
人
会
館
（
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と

館
）
2F
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和

８
年
度
の
東
京
柏
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
東
京
柏
会
」
は
、
新
潟
県
立

旧
制
柏
崎
中
学
校
・
柏
崎
高
校
同

窓
会
の
東
京
支
部
で
す
。
北
朝
鮮

に
24
年
間
拉
致
さ
れ
、
２
０
０
２

年
に
帰
国
し
た
蓮
池
薫
さ
ん
（
１

９
７
６
年
卒
）
の
特
別
講
演
も
あ

り
、
来
賓
な
ど
を
含
み
１
３
９
人

の
参
加
と
、
近
年
で
は
最
多
の
大

盛
況
で
し
た
。
ま
ず
一
昨
年
会
長

に
就
任
し
た
声
優
の
堀
井
正
人
さ

ん
（
76
年
卒
、
芸
名
・
堀
井
真
吾
）

が
「
同
期
の
蓮
池
薫
君
が
出
席
す

る
こ
と
も
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
高

28
回
だ
け
で
も
30
人
近
い
出
席
が

あ
り
ま
す
」
な
ど
と
挨
拶
。
来
賓

の
櫻
井
雅
浩
・
柏
崎
市
長
（
81
年

卒
）
か
ら
は
「
柏
崎
生
ま
れ
の
民

俗
芸
能
で
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
綾

子
舞
は
、
来
年
３
月
に
パ
リ
公
演

を
行
い
ま
す
。
ま
た
㈱
イ
ン
ペ
ッ

熱っぽく語る蓮池薫さん

「拉致問題の真相と今」に真剣に聞き入る。
写真後列右は櫻井柏崎市長、後列左は堀井会長

懇親会も大いに盛り上がりました

　
　

日
時
：
令
和
８
年
７
月
４
日（
土
）

　
　

会
場
：
東
京
新
潟
県
人
会
館　

２
階
ホ
ー
ル

講
演
会
：「
拉
致
問
題
の
真
相
と
今
」
蓮
池 

薫

東
京
柏
会 

総
会　
　

会
長 

堀
井 

正
人

（ 5 ）



地区県人会・郷人会だより

東
京
魚
沼
会�

会
長　

櫻
井 

武
光

第
３
回
総
会 

懇
親
会

日
時
：
令
和
８
年
５
月
９
日（
土
）11
時

会
場
：
上
野 

東
天
紅

今
年
５
月
９
日（
土
）、
上

野 

東
天
紅
に
お
い
て
「
東

京
魚
沼
会
」の
第
３
回
総
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。魚

沼
市
か
ら
は
、
内
田
魚

沼
市
長
様
を
は
じ
め
、
県
議

会
・
市
議
会
・
区
長
会
・
商

工
会
な
ど
の
代
表
者
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
ま
た
、
東
京

新
潟
県
人
会
か
ら
は
、
村
山

会
長
代
理
様
及
び
多
数
の
役

員
代
表
者
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
総
勢
１
５
０
名

の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

「
東
京
魚
沼
会
」
は
、
旧
６

町
村
が
一
緒
に
な
り
、
今
年

で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

魚
沼
市
が
好
き
な
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
今
年
の
総
会
に
は
、
ご

出
身
が
魚
沼
市
以
外
の
方
も

４
名
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
採
れ
た
て
の
ふ

る
さ
と
の
山
菜
を
揃
え
た
物

産
展
も
開
催
さ
れ
賑
わ
い
ま

し
た
。

第
一
部
の
総
会
で
は
、
任

期
満
了
に
伴
う
新
役
員

（
案
）、
前
年
度
の
事
業
報
告

と
会
計
報
告
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
内
田
魚
沼
市

長
様
、
村
山
東
京
新
潟
県
人

会
会
長
代
理
様
、
皆
川
県
議

会
議
員
様
、
志
田
魚
沼
市
議

会
議
長
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、

「
魚
沼
田
植
え
唄
お
ど
り
」

を
皮
切
り
に
、
ふ
る
さ
と
歌

謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
と
披

露
さ
れ
、
自
慢
の
声
が
会
場

を
包
み
ま
し
た
。

最
後
は
、
ヨ
イ
ヨ
ー
サ
踊

り
、
ふ
る
さ
と
合
唱
、
万
歳

三
唱
を
行
い
、
来
年
の
再
会

を
約
し
解
散
と
な
り
ま
し

た
。

「
人
の
出
会
い
」の
大
切
さ

長
岡
大
会
に
参
加
し
て

今
年
は
良
寛
と
貞
心
尼
の

出
会
い
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
２

０
０
年
を
迎
え
る
節
目
の
年

で
す
。こ
れ
を
記
念
し
て「
全

国
良
寛
会
長
岡
大
会
」
が
新

潟
県
長
岡
市
の
「
ア
オ
ー
レ

長
岡 

ア
リ
ー
ナ
」
で
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
会
員
と
参

加
者
あ
わ
せ
て
約
８
５
０
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。

１
日
目
の
会
場
で
は
会
員

総
会
が
開
か
れ
て
長
岡
市
長 

磯
田
達
伸
様
や
長
岡
藩
牧
野

家
第
17
代
当
主 

牧
野
忠
昌

様
な
ど
の
ご
挨
拶
や
参
列
も

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
一
般

市
民
も
加
わ
り
、
新
潟
大
学

名
誉
教
授
の
冨
澤
信
明
氏
に

よ
る
記
念
講
演
「
蓮
（
は
ち

す
）
の
露
の
貞
心
尼
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。講
演
の
後
は
、

地
元
の
伝
統
文
化
を
楽
し
む

華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
続

き
、
民
謡
と
踊
り
や
越
後
瞽

女
（
ご
ぜ
）
唄
は
新
潟
の
歴

史
を
、
長
岡
少
年
少
女
合
唱

団
は
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
披

露
し
ま
し
た
。
歴
史
的
絆
と

つ
な
が
り
を
振
り
返
り
つ

つ
、
温
も
り
あ
る
和
や
か
な

雰
囲
気
に
満
た
さ
れ
ま
し

た
。ス
テ
ー
ジ
終
了
後
は「
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

悠
久
の
間
」

へ
と
場
所
を
移
し
て
交
流
会

が
開
か
れ
、
参
加
者
同
士
で

親
し
く
祝
宴
を
囲
ん
で
「
出

会
い
の
輪
」を
広
げ
ま
し
た
。

２
日
目
は
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
（
体
験
型
見
学
ツ

ア
ー
）
と
し
て
、
良
寛
と
貞

心
尼
の
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

2
つ
の
史
跡
巡
り
コ
ー
ス
が

用
意
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

東
京
良
寛
会
15
名
は
良
寛

コ
ー
ス
に
参
加
し
、
与
板
の

徳
昌
寺
、
旧
和
島
村
島
崎
の

隆
泉
寺
（
良
寛
墓
前
法
要
）、

良
寛
の
里
美
術
館
、
国
上
山

（
く
が
み
や
ま
）
国
上
寺
（
五

合
庵
・
乙
子
神
社
）
な
ど
を

現
地
ガ
イ
ド
に
丁
寧
に
案
内

さ
れ
な
が
ら
巡
り
ま
し
た
。

今
回
の
長
岡
大
会
を
通
じ

て
、
時
を
こ
え
て
温
か
い
教

え
や
生
き
方
が
郷
土
の
人
の

心
に
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る

こ
と
、
私
た
ち
の
生
活
の
中

に
も
、
心
豊
か
な
時
間
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
「
出
会
い

と
交
流
」
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

開
催
地
の
皆
様
に
た
い
へ

ん
お
世
話
に
な
り
感
謝
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
来
年
の
全

国
大
会
は
５
月
29
日
・
30
日
、

静
岡
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
良
寛
・
貞
心
尼 

出
会
い
か
ら
２
０
０
年 

　
　
第
48
回
全
国
良
寛
会
長
岡
大
会
」

�

東
京
良
寛
会 

会
長　

石
井 

正
一

日
時
：
令
和
８
年
６
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）

会
場
：
長
岡
市 

ア
オ
ー
レ
長
岡
な
ど

主
催
：
全
国
良
寛
会（
主
管 

長
岡
大
会
実
行
委
員
会
）

内田幹夫魚沼市長ご祝辞

（ 6 ）



地区県人会・郷人会だより

新
潟
県
立
新
井
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支
部

�

支
部
長　

宮
下 

忠
司

総
会
・
新
入
会
員
歓
迎
会

日
時
：
令
和
８
年
６
月
14
日（
日
）

場
所
：
東
京
新
潟
県
人
会
館

東
京
川
井
会�

会
長　

諏
訪
部 

博

第
44
回　
総
会
・
懇
親
会

日
時
：
令
和
８
年
６
月
７
日（
日
）

会
場
：
渋
谷
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル

６
月
７
日
新
潟
東
京
川
井

会
の
第
44
回
定
時
総
会
を
、

渋
谷
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に
於
い

て
会
員
10
名
の
出
席
を
も
っ

て
開
催
さ
れ
た
。

11
時
に
今
井
勇
副
会
長
の

司
会
に
よ
り
総
会
の
開
催
宣

言
が
な
さ
れ
、
ま
ず
今

年
度
に
逝
去
さ
れ
た
池

田
博
前
相
談
役
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
、
１
分

間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
。

続
い
て
議
案
審
議
に

入
っ
た
。

令
和
７
年
度
～
令
和

８
年
収
支
決
算
報
告
を

川
上
副
会
長
の
会
計
担

当
よ
り
、
同
監
査
報
告

を
夫
々
報
告
し
、
司
会

者
が
賛
否
を
問
う
た
と

こ
ろ
全
員
意
義
な
く
こ

れ
を
承
認
し
た
。

次
に
東
京
川
井
会
の

諏
訪
部
博
会
長
か
ら
役

員
・
会
員
の
老
齢
化
も

あ
り
東
京
川
井
会
を
今

年
度
で
終
了
す
る
事
を

宣
言
し
、
会
員
・
役
員

の
賛
否
を
問
う
た
所
、
意
義

な
く
了
承
さ
れ
た
。

最
後
に
諏
訪
部
博
会
長
か

ら
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
総

会
を
終
了
し
た
。

懇
親
会
に
先
立
ち
出
席
者

の
記
念
撮
影
を
行
い
、
諏
訪

部
博
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
、

懇
親
会
の
幕
開
け
と
な
っ

た
。
飲
食
・
歓
談
、
適
当
に

お
酒
が
ま
わ
り
和
や
か
な
雰

囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
最
後

に
「
東
京
川
井
音
頭
」
を
大

合
唱
し
て
終
了
と
し
、
諏
訪

部
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
を

も
っ
て
14
時
に
第
44
回
の
東

京
川
井
会
の
総
会
及
び
懇
親

会
を
終
了
し
た
。

�

（
今
井
勇　

記
）

去
る
６
月
14
日
（
日
）
12

時
か
ら
東
京
新
潟
県
人
会
館

に
お
い
て
「
令
和
８
年
度
総

会
・
新
入
会
員
歓
迎
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
母
校
の
同
窓
会
本

部
の
事
務
局
を
始
め
皆
様
方

の
ご
支
援
・
ご
尽
力
に
よ
り
、

お
蔭
様
で
新
入
会
員
14
名
を

迎
え
総
勢
44
名
と
、
若
人
の

熱
気
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
和
や
か
に
執
り
行
う

事
が
出
来
ま
し
た
。

第
一
部
総
会
で
は
、
相
浦

副
支
部
長
の
司
会
の
も
と

に
、
宮
下
支
部
長
よ
り
関
係

者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り

新
入
会
員
14
名
が
出
席
さ
れ

た
こ
と
へ
の
感
謝
、
ご
来
賓

始
め
ご
出
席
皆
様
へ
の
お
礼

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
同
窓
会

本
部
長
﨑
一
男
会
長
並
び
に

母
校
の
奥
田
優
校
長
先
生
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
故
郷
の
熊
被

害
も
含
め
た
様
子
や
リ
ゾ
ー

ト
開
発
等
の
最
新
状
況
、
母

校
生
徒
の
活
動
状
況
や
学
校

案
内
等
の
お
話
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
令
和
７

年
度
活
動
報
告
及
び
令
和
８

年
度
活
動
計
画
（
案
）
並
び

に
令
和
７
年
度
会
計
報
告
と

監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
ご
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
第
二
部
で
は
、
石

山
副
支
部
長
の
司
会
の
も

と
、
内
田
茂
上
席
顧
問
の
乾

杯
、
諸
先
輩
の
皆
様
方
に
よ

る
歓
迎
と
励
ま
し
の
エ
ー
ル

を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
同

窓
会
だ
よ
り
を
本
部
関
係

は
長
﨑
昭
一
同
窓
会
事
務

局
長
、
東
京
支
部
は
石
山

事
務
局
長
か
ら
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
新

潟
日
報
に
よ
る
取
材
が
行

わ
れ
た
こ
と
で
一
層
盛
り

上
が
り
、
お
蔭
様
で
新
入

会
員
の
皆
様
方
は
、
初
参

加
の
先
輩
も
加
わ
り
、
３

月
卒
業
以
来
の
再
会
に
よ

る
同
級
生
と
の
久
し
ぶ
り

の
近
況
報
告
と
歓
談
を
行

い
、
終
わ
り
に
杉
野
幹
事

と
新
入
会
員
の
音
頭
に
よ

る
出
席
者
全
員
で
の
万
歳

三
唱
に
て
閉
会
と
し
ま
し

た
。
私
達
役
員
一
同
、
今
年

で
設
立
70
周
年
と
な
る
伝
統

あ
る
東
京
支
部
は
、「
総
会
・

新
入
会
員
歓
迎
会
」
を
、「
新

入
会
員
へ
の
激
励
の
場
」
と

す
る
と
共
に
、〝
母
校
と
の

か
け
は
し
〟
と
し
て
、
ま
た

世
代
を
超
え
て
の
「
新
井
高

校
同
窓
生
の
先
輩
後
輩
・
同

級
生
と
の
相
互
に
交
流
、
懇

親
を
深
め
、
縦
の
つ
な
が
り

の
で
き
る
貴
重
な
場
」
と
し

て
大
事
に
し
、
次
世
代
に
維

持
・
継
承
し
て
参
り
た
い
と

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
事
務
局　

石
山
秀
雄
）出席された皆様方による記念撮影

（ 7 ）



　

今
回
は
、
７
月
18
日
に
新
潟
県

で
初
め
て
開
催
さ
れ
る「N
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（
Ｔ
Ｇ
Ｃ 

新
潟 

２
０
２
６
）」
の
開
催
に
向
け
た

取
り
組
み
の
内
容
を
紹
介
し
、
新

潟
県
の
魅
力
と
そ
の
発
信
の
仕
方

に
つ
い
て
、
講
演
と
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
に
よ
っ
て
考
え
る
。
Ｔ
Ｇ

Ｃ
は
、
近
年
若
者
・
女
性
か
ら
高

い
支
持
を
受
け
て
い
る
史
上
最
大

級
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
で

あ
る
。
新
潟
県
は
、
共
催
と
し
て

参
画
し
、
賑
わ
い
や
交
流
の
場
を

創
出
す
る
と
と
も
に
、
ス
テ
ー
ジ・

ブ
ー
ス
出
展
等
を
通
じ
て
、
本
県

の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信
す
る
。

青
柳
　
遥
奈
氏

（
株
）
Ｗ  

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
局
デ
ィ
レ
ク
タ 

ー 

東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
実
行
委
員
会

　

新
潟
県
生
ま
れ
。
新
潟
大
学
卒

業
後
、（
株
）
Ｗ  

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
へ

入
社
。
Ｔ
Ｇ
Ｃ
の
企
画
・
制
作
の

ほ
か
、地
方
創
生
事
業
に
も
従
事
。

７
月
18
日
に
開
催
さ
れ
る
Ｔ
Ｇ
Ｃ

新
潟
２
０
２
６
で
は
、
地
元
・
新

潟
へ
の
想
い
を
胸
に
、
メ
イ
ン
担

当
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
に
携

わ
っ
て
い
る
。

（
講
演
要
旨
）
Ｔ
Ｇ
Ｃ
イ
ベ
ン
ト
の

影
響
力
は
大
き
く
、
地
域
が
抱
え

る
社
会
課
題
と
若
年
層
の
架
け
橋

と
な
っ
て
、
地
方
に
住
む
若
年
層

の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に

貢
献
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
を

具
体
的
に
解
説
。
現
段
階
で
は
切

符
の
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
多
く

の
若
者
の
参
加
が
期
待
さ
れ
る
。

杉
浦
　
充
宜
氏

Ｔ
Ｇ
Ｃ
新
潟　

２
０
２
６
「
着
物

リ
メ
イ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

M
itsuyoshi D

esign Studio 

代

表 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
／
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

　

静
岡
県
生
ま
れ
。
２
０
０
９
年

に
渡
英
後
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
社

を
経
て
２
０
２
３
年
にM

itsuyoshi  
D

esign Studio

を
設
立
。
十
日

町
市
を
拠
点
に
、
地
域
資
源
や
伝

統
的
な
素
材
に
宿
る
記
憶
や
文
化

を
再
構
築
し
、
現
代
の
感
性
で
再

解
釈
し
た
作
品
（
衣
服
や
ア
ー
ト

ピ
ー
ス
等
）
を
国
内
外
へ
発
信
。

２
０
２
６
年
に
は
、
パ
リ・フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ウ
イ
ー
ク
で
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
発
表
。

（
講
演
要
旨
）
着
物
を
ブ
ラ
ン
ド

品
に
リ
メ
イ
ク
す
る
に
至
る
ま
で

の
経
緯
を
、
パ
リ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
の
画
像
を
流
し
な
が
ら

解
説
。
奥
さ
ん
の
母
親
の
着
物
を

リ
メ
イ
ク
し
、
公
民
館
で
の
シ
ョ 

ー
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
ル
イ・ヴ
ィ

ト
ン
社
に
認
め
ら
れ
て
パ
リ
の

シ
ョ
ウ
に
参
加
す
る
ま
で
に
。
そ

の
発
想
が
注
目
。

池
野
　
成
氏

Ｔ
Ｇ
Ｃ
新
潟　

２
０
２
６
「
米
粉

ス
イ
ー
ツ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

オ
イ
シ
ッ
ク
ス
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
Ｂ
Ｃ
球
団
本
部
／
オ
イ
シ
ッ

ク
ス･

ラ･

大
地
（
株
）
社
長
室

　

石
川
県
金
沢
市
生
ま
れ
。
オ
イ

シ
ッ
ク
ス
・
ラ･

大
地
（
株
）
に

入
社
後
、
２
０
２
４
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｂ

フ
ァ
ー
ム
・
リ
ー
グ
参
画
を
機
に

新
潟
へ
。
２
０
２
５
年
よ
り
球
場

企
画
お
よ
び
行
政
連
携
を
担
当
。

（
講
演
要
旨
）
オ
イ
シ
ッ
ク
ス
球

団
の
現
状
と
活
動
状
況
の
解
説
。

米
粉
ス
イ
ー
ツ
開
発
に
至
る
ま
で

の
詳
細
の
解
説
。
球
団
は
、「〝
ふ

る
さ
と
の
プ
ロ
野
球
〟
に
よ
る
地

方
創
生
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
日

本
一
お
い
し
い
球
団
」
を
掲
げ
て
、

県
内
の
生
産
者
、
メ
ー
カ
ー
、
県

の
食
品
・
流
通
課
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
県
産
食
材
に
こ
だ
わ
る
ス

タ
ジ
オ
グ
ル
メ
の
開
発
に
携
わ

る
。
そ
こ
か
ら
、
米
粉
を
使
っ
た

各
種
の
ス
イ
ー
ツ
を
生
み
出
し
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
に
向
け
て
、
新
商
品
〝
ふ
ん

わ
り
ブ
ッ
セ
〟
を
開
発
中
。

（
討
論
者
）

講
演
の
３
氏

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

山
崎　

ま
ゆ
み
氏

　

跡
見
学
園
女
子
大
学
兼
任

�
講
師
・
温
泉
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

　

講
演
を
受
け
て
、
山
崎
氏
の
司

会
に
よ
り
、
３
人
の
討
論
者
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、

各
々
の
立
場
か
ら
新
潟
の
魅
力
と

そ
の
伝
え
方
に
つ
い
て
意
見
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

３
氏
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
若

者
も
含
め
て
新
潟
県
人
は
控
え
め

で
、
新
潟
県
の
良
さ
を
発
信
す
る

こ
と
に
消
極
的
で
あ
る
。
も
っ
と

自
信
を
持
っ
て
新
潟
県
の
良
さ
を

発
信
す
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

　

そ
の
観
点
か
ら
、
３
氏
と
も
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
各
自
の

任
務
の
内
容
と
そ
の
意
義
を
的
確

に
伝
達
し
て
多
く
の
若
者
も
集

め
、
新
潟
県
の
良
さ
を
認
識
し
て

も
ら
い
、
自
信
を
持
っ
て
県
内
外

に
発
信
す
る
よ
う
に
動
機
づ
け
た

い
と
さ
れ
る
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
後
、
恒
例
の
歓

談
・
交
流
の
会
が
、
杉
浦
さ
ん
の

作
品
が
飾
ら
れ
て
い
る
会
場
で
、

池
野
さ
ん
が
開
発
さ
れ
た
数
種
の

米
粉
の
ス
イ
ー
ツ
や
新
潟
の
お
酒

を
味
わ
い
な
が
ら
、
賑
や
か
に
行

わ
れ
た
。
今
回
は
テ
ー
マ
の
性
質

も
あ
り
、
若
い
人
も
多
く
、
盛
会

で
あ
っ
た
。�

（
広
報
：
前
田
）

（
広
報
・
樋
口
）

◉
テ
ー
マ
◉

　
　

主
催
：
新
潟
県
知
事
政
策
局
広
報
広
聴
課
広
報
戦
略
室

　
　

日
時
：
２
０
２
６
年
６
月
16
日（
火
）
16
時
～

　
　

会
場
：
銀
座
・
新
潟
情
報
館 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ 

３
階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

「
Ｔ
Ｇ
Ｃ（
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）新
潟
２
０
２
６
」

第
44
回　

新
潟
プ
レ
ミ
ア
サ
ロ
ン

◉
講
演
◉

◉
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
◉

（ 8 ）



（ 9 ）

アクセス：■地下鉄
　　　　　�千代田線　湯島駅１番出口より徒歩３分
　　　　　�銀座線　上野広小路駅A3番出口より徒歩10分
　　　　　�大江戸線　上野御徒町駅A3番出口より徒歩10分
　　　　　■ＪＲ
　　　　　上野駅　しのばず口より徒歩13分
　　　　　御徒町駅　北口より徒歩13分
　　　　　■私鉄
　　　　　京成線　京成上野駅より徒歩10分

会　　費：　お１人8,000円
出演申込：●多数応募の場合は抽選とさせていただきます。
　　　　　●出演料　１演目につき3,000円
申込方法：　同梱の申込用紙にご記入の上、事務局までファクスでお申込みください。
　　　　　　出演申込の方には事務局から詳細申込書をお送りさせていただきます。

申込先：事務局ファクス　03-3832-7639
　　　　　●会費・出演料、いずれも入金次第、チケットをお送り致します。
　　　　　●チケット発券にて領収とさせていただきます。
申込締切：令和８年９月28日（月）
キャンセル：�10月２日（金）までにお願いします。10月３日（土）からキャンセル料

100％かかります。
会　　場：東天紅上野本店３階「鳳凰の間」
　　　　　東京都台東区池之端１-４-１（不忍池畔）　TEL 03-3828-5111

東京新潟県人会　第16回芸能大会東京新潟県人会　第16回芸能大会

●東大

湯島 上野御徒町
仲御徒町

上
　
野●上野恩賜

　公園

池之端

京成上野■

根津

春日通り

本郷三丁目
上野広小路

319

437

17

254

東天紅
上野店

令和８年10月10日（土）受付 10：00～  開演10：30～15：00終了

地区県人会・郷人会・同窓会等の皆さんの多数のご参加をお待ち申し上げております。



一
般
財
団
法
人
　
東
京
新
潟
県
人
会
館
　
役
員
　

役

職

氏
　
　
名

住
　
　
　
　
所

理

事

長
鈴　

木　

輝　

雄
東
京
都
品
川
区

副
理
事
長
渡　

邊　
　
　

肇
東
京
都
千
代
田
区

理

事
髙　

橋　
　
　

登
東
京
都
台
東
区

〃

及　

川　

恒　

夫
東
京
都
北
区

〃

林　
　
　

敬　

三
東
京
都
豊
島
区

〃

齋　

藤　

信　

夫
埼
玉
県
富
士
見
市

〃

植　

木　

康　

彦
東
京
都
台
東
区

〃

成　

田　
　
　

浩
東
京
都
練
馬
区

〃

清　

水　

好　

美
神
奈
川
県
横
浜
市

監

事
中　

條　

誠　

一
東
京
都
港
区

〃

酒　

井　

嘉　

登
埼
玉
県
川
口
市

評

議

員
鈴　

木　
　
　

清
東
京
都
荒
川
区

〃

水　

澤　

　

允
東
京
都
北
区

〃

富　

山　

修　

一
新
潟
県
新
潟
市

〃

小　

林　

英　

典
東
京
都
台
東
区

〃

石　

井　

正　

一
東
京
都
西
東
京
市

〃

長
谷
川　

昭　

男
東
京
都
葛
飾
区

〃

田　

村　

淑　

文

〃

田　

邊　

康　

孝

〃

小　

野　

悦　

男
東
京
都
所
沢
市

〃

黄　

地　

貴　

子

東
京
新
潟
県
人
会
　
役
員

役

職

氏
　
　
名

住
　
　
　
　
所

名
誉
会
長
平　
　
　
　
　

辰
東
京
都
大
田
区

〃

小　

林　

保　

廣
東
京
都
国
分
寺
市

名
誉
顧
問
春　

日　
　
　

寛
東
京
都
武
蔵
野
市

顧

問
若　

井　

謙　

一
東
京
都
大
田
区

〃

細　

井　

ミ
ツ
子
東
京
都
新
宿
区

〃

佐　

藤　

永　

久
東
京
都
足
立
区

〃

山　

本　

ミ
チ
子
東
京
都
北
区

会

長
宮　

田　

亮　

平
東
京
都
江
東
区

副

会

長
鈴　

木　

輝　

雄
東
京
都
品
川
区

〃

根　

津　

万
寿
夫
東
京
都
板
橋
区

〃

小　

林　

英　

典
東
京
都
台
東
区

役

職

氏
　
　
名

住
　
　
　
　
所

副

会

長
及　

川　

恒　

夫
東
京
都
北
区

〃

杉　

山　

範　

子
東
京
都
台
東
区

〃

村　

山　

政　

利
埼
玉
県
富
士
見
市

〃

鏡　
　
　
　
　

實
茨
城
県
守
谷
市

〃

齋　

藤　

信　

夫
埼
玉
県
富
士
見
市

〃

水　

澤　

　

允
東
京
都
北
区

〃

宮　

田　

タ
マ
恵
東
京
都
世
田
谷
区

監

事
服　

部　

真　

吾
東
京
都
大
田
区

〃

本　

田　

隆　

志

常
務
理
事
尾　

田　

喜　

作
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

福　

原　
　
　

弘
東
京
都
三
鷹
市

〃

鈴　

木　
　
　

清
東
京
都
荒
川
区

〃

宮　

内　

富　

子
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

戸　

澤　

末　

子
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

〃

岩　

田　

東　

一
東
京
都
中
央
区

〃

八
尾
坂　

正　

栄
東
京
都
練
馬
区

〃

樋　

口　

高　

士
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

山　

田　

セ
イ
子
東
京
都
中
央
区

〃

松　

川　

吉　

男
千
葉
県
市
川
市

〃

鎌　

滝　

津
江
子
千
葉
県
千
葉
市

〃

石　

塚　
　
　

智
埼
玉
県
蕨
市

〃

村　

山　
　
　

修
埼
玉
県
新
座
市

〃

林　
　
　

一　

雄
東
京
都
中
央
区

〃

島　

田　

光　

明
東
京
都
板
橋
区

〃

石　

井　

正　

一
東
京
都
西
東
京
市

地
区
県
人
会

地

区

名

会
　
　
長

住
　
　
　
　
所

荒

川

区

浦

安
秋　

葉　
　
　

要
千
葉
県
浦
安
市

大

田

区
幹
事
長

丸　

茂　

勇　

夫
東
京
都
大
田
区

尾

久
鈴　

木　
　
　

清
東
京
都
荒
川
区

葛

飾

区
内　

田　
　
　

晃
東
京
都
葛
飾
区

立

川
大　

石　

ふ
み
お
東
京
都
立
川
市

東
京
台
東
小　

林　

英　

典
東
京
都
台
東
区

東
京
中
野
石　

井　
　
　

進
東
京
都
練
馬
区

地

区

名

会
　
　
長

住
　
　
　
　
所

練

馬
轡　

田　

英　

夫
東
京
都
練
馬
区

八

王

子
吉　

村　

勝　

雄
東
京
都
八
王
子
市

新
潟
越
後
獅
子
の
会

齋　

藤　

信　

夫
埼
玉
県
富
士
見
市

郷
　
人
　
会

会

名

会
　
　
長

住
　
　
　
　
所

岩
首
東
京
人
会

海
の
柏
崎
会
矢　

代　

隆　

義
埼
玉
県
富
士
見
市

え
ち
ご
妙
高
会

笠　

井　
　
　

忠
東
京
都
北
区

越
後
長
岡

ふ
る
さ
と
会
原　
　
　

勝　

英
千
葉
県
船
橋
市

関
東
小
木
人
会

北　

嶋　
　
　

准
千
葉
県
千
葉
市

関
東
畑
野
会
和　

泉　

賢　

一
埼
玉
県
越
谷
市

五
泉
応
援
団
代
表
幹
事

熊　

倉　

道　

雄
千
葉
県
松
戸
市

鯖
石
郷
大
沢
会

五
十
嵐　

昌　

男
神
奈
川
県
海
老
名
市

し
ば
た
豊
浦
会

大　

波　

修　

二
神
奈
川
県
大
和
市

首
都
圏
え
ち
ご

蒲

原

会
鏡　
　
　
　
　

實
茨
城
県
守
谷
市

首
都
圏
京
ヶ
瀬
会

酒　

井　

勝　

広
埼
玉
県
川
口
市

首
都
圏
在
住

関
川
村
人
会
河　

内　

廣　

治
埼
玉
県
草
加
市

首
都
圏
佐
渡
金
井
会

髙　

野　

一　

久
東
京
都
世
田
谷
区

首
都
圏
佐
渡
新
穂
会

河　

原　
　
　

清

首
都
圏
佐
渡
連
合
会

池　
　
　

登
志
邦
東
京
都
杉
並
区

首
都
圏
つ
き
が
た
会

鏡　
　
　
　
　

實
茨
城
県
守
谷
市

首
都
圏
ふ
る
さ
と

わ
し
ま
会
横　

山　
　
　

勲
東
京
都
目
黒
区

首
都
圏
真
野
人
会

木　

村　

広　

幸
千
葉
県
千
葉
市

首
都
圏
み
し
ま
会

江　

口　
　
　

博
東
京
都
昭
島
市

首
都
圏
安
田
会

小　

嶋　

東　

吾
千
葉
県
松
戸
市

城
下
町
新
発
田
会

小　

野　

悦　

男
埼
玉
県
所
沢
市

東
京
寺
泊
会
橋　

本　

寛　

二

東
京
相
川
会
寺　

尾　
　
　

晃
神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
出
雲
崎
会

石　

川　

庄　

一
千
葉
県
千
葉
市

東
京
板
倉
会
小　

林　

重　

夫
東
京
都
板
橋
区

東
京
糸
魚
川
会

小　

野　

健　

一

東
京
魚
沼
会
櫻　

井　

武　

光
埼
玉
県
川
口
市

会

名

会
　
　
長

住
　
　
　
　
所

東
京
・
え
ち
ご

雪
椿
の
会
長
谷
川　

昭　

男
東
京
都
葛
飾
区

東
京
大
潟
会
新　

保　

正　

孝
神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
小
国
会
小　

川　

春　

二
東
京
都
台
東
区

東
京
片
貝
会
徳　

永　

隆　

浩
神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
川
井
会
諏
訪
部　
　
　

博
埼
玉
県
所
沢
市

東
京
河
崎
会
宇
佐
美　

岩　

夫
千
葉
県
柏
市

東
京
三
條
会
大　

竹　
　
　

博
東
京
都
品
川
区

東
京
塩
沢
会
髙　

橋　

幹　

夫
埼
玉
県
川
口
市

東
京
白
根
会
佐　

藤　

恭　

世
東
京
都
渋
谷
区

東
京
水
原
会
太　

田　

芳　

夫
東
京
都
練
馬
区

東
京
関
原
会
三　

條　

和　

男
東
京
都
武
蔵
野
市

東
京
津
南
郷
会

石　

澤　

政　

宜
埼
玉
県
春
日
部
市

東
京
十
日
町
会

樋　

口　
　
　

茂
埼
玉
県
上
尾
市

東
京
中
之
口
会

池　

田　
　
　

厚
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

東
京
中
之
島
会

会
長
代
行

今　

泉　

昭　

市
東
京
都
杉
並
区

東
京
新
潟
県
人

ゴ
ル
フ
会

大　

橋　

潤　

也

東
京
奴
奈
川
会

小　

堺　
　
　

保

東
京
布
川
会
髙　

橋　
　
　

勝
東
京
都
小
平
市

東
京
牧
村
会
羽　

深　

眞　

一
東
京
都
府
中
市

東
京
松
里
会
佐　

藤　

昭　

尾
東
京
都
江
戸
川
区

東
京
松
代
会
石　

田　

廣　

行
埼
玉
県
入
間
郡

東
京
松
之
山
会

高　

石　

知　

子
埼
玉
県
上
尾
市

東
京
村
上
市
郷
友
会

本　

間　

健　

司

東
京
弥
彦
村
人
会

武　

石　

堅　

次
埼
玉
県
川
口
市

東
京
吉
川
会
常　

山　

正　

樹
神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
良
寛
会
石　

井　

正　

一
東
京
都
西
東
京
市

東
京
両
津
の
会

高　

橋　

俊　

郎
東
京
都

ふ
る
さ
と
越
路
会

内　

山　
　
　

繁
神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
阿
賀
町
会

阿　

部　

征　

男
神
奈
川
県
大
和
市

ふ
る
さ
と
上
越

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

小　

坂　

庸　

雄

南

魚

沼 

ふ
る
さ
と
会
上　

村　

信　

行
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

村
上
市
朝
日

ふ
る
さ
と
会
菅　

井　

義　

夫
東
京
都
町
田
市

お
け
さ
友
愛
会

金　

子　

美　

子
東
京
都
江
東
区

残暑お見舞い
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役

職

氏
　
　
名

住
　
　
　
　
所

名
誉
会
員
清　

水　

文　

雄
千
葉
県
松
戸
市

〃

細　

谷　

シ　

ズ
茨
城
県
守
谷
市

〃

加　

藤　

全　

宏
東
京
都
世
田
谷
区

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総
務
委
員
会

氏
　
　
名

委

員

長
石
　
塚
　
　
　
智

副
委
員
長
鈴　

木　
　
　

清

委

員
春　

日　
　
　

寛

〃

三　

條　

和　

男

〃

戸　

澤　

末　

子

〃

尾　

田　

喜　

作

〃

八
尾
坂　

正　

榮

〃

水　

上　
　
　

卓

〃

船
　
田
　
さ
と
子

〃

服
　
部
　
真
　
吾

〃

小
　
林
　
加
　
奈

財
務
委
員
会

氏
　
　
名

委

員

長
村　

山　
　
　

修

副
委
員
長
内　

田　
　
　

晃

〃

中　

條　

誠　

一

委

員
樋　

口　
　
　

茂

〃

岩　

田　

東　

一

〃

中　

町　
　
　

厚

〃

小　

川　

哲　

幸

文
化
委
員
会

氏
　
　
名

委

員

長
松　

川　

吉　

男

副
委
員
長
原　
　
　

勝　

英

委

員
高　

津　
　
　

葆

〃

長
谷
川　

文　

子

〃

山　

﨑　
　
　

泉

会

名

会
　
　
長

住
　
　
　
　
所

花
實
短
歌
会

代
々
木
支
部
支
部
長　

外　

山　

禮　

子
東
京
都
世
田
谷
区

三
洋
電
機

洋

友

会
村　

瀬　

桂
三
郎
埼
玉
県
狭
山
市

新
あ
お
ば
会
大　

矢　
　
　

覚
千
葉
県
四
街
道
市

首
都
圏
佐
渡
伝
統

芸
能
継
承
の
会

斉　

藤　
　
　

実
神
奈
川
県
相
模
原
市

同
　
窓
　
会

会

名

会
　
　
長

住
　
　
　
　
所

新
井
高
校
同
窓
会

東
京
支
部
宮　

下　

忠　

司
千
葉
県
成
田
市

加
茂
農
林
高
等
学
校

同
窓
会
東
京
支
部

土　

屋　

七　

郎
千
葉
県
千
葉
市

関
東
北
友
会
荒　

川　

隆　

行
東
京
都
墨
田
区

県
立
村
松
高
等
学
校

東
京
同
窓
会
大　

橋　

貞　

夫
東
京
都
世
田
谷
区

高
田
高
女
北
城
高
校

同
窓
会
東
京
支
部

長
谷
川　

瓔　

子
東
京
都
三
鷹
市

十
日
町
高
等
学
校

同
窓
会
東
京
支
部

福　

原　
　
　

弘
東
京
都
三
鷹
市

東
京
新
商
会
事
務
局　

石　

塚　
　
　

智
東
京
都
千
代
田
区

東
京
柏
商
同
窓
会

村　

山　

達　

一
東
京
都
小
金
井
市

長
岡
工
業
高
等
学
校

同
窓
会
東
京
支
部

金　

井　

博　

光
千
葉
県
野
田
市

能
水
会
東
京
支
部

陸　

川　
　
　

徹
埼
玉
県
入
間
市

松
之
山
校
友
会

小
野
塚　

彰　

夫
東
京
都
練
馬
区

南
鯖
石
中
Ｓ

39
卒
関
東
会
目　

崎　

道　

頼
茨
城
県
石
岡
市

六
日
町
高
校

東
京
同
窓
会
須　

藤　
　
　

武

村
上
高
校
同
窓
会

関
東
支
部
高　

橋　

初　

雄
千
葉
県
四
街
道
市

新
潟
大
学

首
都
圏
同
窓
会

成　

田　
　
　

浩
東
京
都
練
馬
区

新
潟
県
立
安
塚
高
校

同
窓
会
東
京
支
部

宮　

川　

敏　

男
埼
玉
県
所
沢
市

新
潟
県
立
高
田

高
等
学
校
校
友
会

東
京
支
部

支
部
長

内　

山　

郁　

夫

新
潟
県
立
安
塚
高
校

同
窓
会
東
京
支
部

宮　

川　

敏　

男
埼
玉
県
所
沢
市

会
員
委
員
会

氏
　
　
名

委

員

長
林　
　
　

一　

雄

副
委
員
長
宮　

内　

富　

子

委

員
秋　

元　

正　

俊

〃

鎌　

滝　

津
江
子

〃

清　

水　

裕
美
子

〃

山　

田　

セ
イ
子

〃

田　

辺　
　
　

恵

〃

谷
古
宇　

ト　

ヨ

〃

新　

田　

隆　

三

〃

鈴　

木　
　
　

勉

広
報
委
員
会

氏
　
　
名

委

員

長
島　

田　

光　

明

副
委
員
⾧
前　

田　

貞　

芳

委

員
樋　

口　

高　

士

〃

田　

中　
　
　

実

〃

石　

黒　

繁　

子

〃

山　

田　

セ
イ
子

〃

清　

水　

裕
美
子

〃

髙　

橋　

園　

江

渉
外
委
員
会

氏
　
　
名

委

員

長

副
委
員
⾧

委

員
鈴　

木　

輝　

雄

〃

杉　

山　

範　

子

〃

齊　

藤　

信　

夫

〃

鎌　

滝　

津
江
子

〃

宮　

内　

富　

子

〃

榊　
　
　

勝　

彦

〃

清　

水　

好　

美

同
　
好
　
会

会

名

会
　
　
長

住
　
　
　
　
所

歌
声
ク
ラ
ブ
代
表

柳　
　
　

政　

直
千
葉
県
我
孫
子
市

お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表

河　

野　

テ
ル
子
東
京
都
台
東
区

業
種
間
交
流
会

共
同
代
表

村　

山　

政　

利

田　

原　

弘　

志
埼
玉
県
富
士
見
市

新
潟
県
⾧
岡
市

旅
ク
ラ
ブ
鈴　

木　

輝　

雄
東
京
都
品
川
区

若

波

会
藤　

下　

幸　

伸
埼
玉
県
北
足
立
郡

元
気
の
出
る 

歌

の

会
宮　

田　

タ
マ
恵
東
京
都
世
田
谷
区

地
区
県
人
会
・
郷
人
会
会
長
以
外
の
理
事

役

職

氏
　
　
名

住
　
　
　
　
所

理

事
髙　

澤　

悦　

夫
神
奈
川
県
川
崎
市

〃

川　

邉　

良　

子
神
奈
川
県
川
崎
市

〃

榊　
　
　

勝　

彦
東
京
都
台
東
区

〃

清　

水　

裕
美
子
東
京
都
千
代
田
区

〃

高　

津　
　
　

葆
東
京
都
国
分
寺
市

〃

髙　

橋　
　
　

登
東
京
都
台
東
区

〃

髙　

間　

紀　

雄
東
京
都
杉
並
区

〃

田　

中　
　
　

実
埼
玉
県
所
沢
市

〃

中　

條　

誠　

一
東
京
都
港
区

〃

樋　

口　
　
　

茂
埼
玉
県
上
尾
市

〃

船　

田　

さ
と
子
東
京
都
杉
並
区

〃

渡　

邉　

秀　

夫
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

星　

野　

憲　

三
埼
玉
県
川
越
市

〃

小　

林　

加　

奈
東
京
都
千
代
田
区

〃

小　

田　

洋　

雄
東
京
都
世
田
谷
区

〃

前　

田　

貞　

芳
東
京
都
多
摩
市

〃

長
谷
川　

久　

雄
埼
玉
県
川
口
市

名
　
誉
　
会
　
員

役

職

氏
　
　
名

住
　
　
　
　
所

名
誉
会
員
小　

菅　

俊　

信
千
葉
県
千
葉
市

〃

駒　

村　

正　

樹
千
葉
県
千
葉
市

残暑お見舞い
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県
人
会
名
誉
会
長

　

 

大
庄
グ
ル
ー
プ 

会
長

平　
　
　
　
　

辰

県
人
会
名
誉
会
長

二
幸
産
業
株
式
会
社 

名
誉
会
長

小　

林　

保　

廣

県
人
会
会
長

宮　

田　

亮　

平

県
人
会
副
会
長

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会
会
長

首
都
圏
つ
き
が
た
会
会
長

鏡　
　
　
　
　

實

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会
名
誉
会
長

首
都
圏
つ
き
が
た
会
名
誉
会
長

曽　

山　

孝　

一

県
人
会
顧
問

東
京
村
上
市
郷
友
会
相
談
役

細　

井　

ミ
ツ
子

東
京
新
潟
県
人
会 

名
誉
顧
問

東
京
十
日
町
会 

相
談
役

東
京
弁
護
士
会
所
属

東
京
都
中
央
区
銀
座
四
―
十
―
十

Ｇ
Ｍ
ビ
ル
11
階  

春
日
法
律
事
務
所

電
話 

〇
三（
三
五
四
五
）四
四
五
一
◯代

弁
護
士

春　

日　
　
　

寛

若　

井　

謙　

一

県
人
会
顧
問

東
京
松
代
会
顧
問

佐　

藤　

永　

久

東
京
魚
沼
会
名
誉
会
長

県
人
会
常
務
理
事

弁
護
士 

福　

原　
　
　

弘

 

東
京
弁
護
士
会
所
属

虎
ノ
門
カ
レ
ッ
ジ
法
律
事
務
所

　
　

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
―
一
―
二
三

　
　

虎
ノ
門
東
宝
ビ
ル
三
階

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
―
三
五
九
七
―
五
七
五
五

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
―
三
五
九
七
―
五
七
七
〇

〒105
-0001

財
団
理
事

県
人
会
副
会
長

及　

川　

恒　

夫

鈴　

木　

輝　

雄

品
川
区
旗
の
台
六
―
十
七
―
十
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
―
三
七
八
六
―
四
五
六
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

携
帯 

〇
九
〇
―
四
二
四
二
―
六
七
三
九

〒
142－
0064

財
団
理
事
長

県
人
会
副
会
長

県
人
会
副
会
長

東
京
十
日
町
会
幹
事

杉　

山　

範　

子

県
人
会
常
務
理
事

尾
久
新
潟
県
人
会
会
長

鈴　

木　
　
　

清

荒
川
区
西
尾
久
一
―
二
十
―
十
―
七
〇
四

℡   

℻  　

〇
三
―
三
八
九
三
―
六
五
二
三

116-
0011

〒

県
人
会
常
務
理
事

戸　

澤　

末　

子

県
人
会
常
務
理
事

鎌　

滝　

津
江
子

新
潟
県
長
岡
工
業
高
等
学
校

東
京
支
部
同
窓
会

樋
　
口
　
　
　
昭

県
人
会
常
務
理
事

宮　

内　

富　

子

尾　

田　

喜　

作

横
浜
市
戸
塚
区
平
戸
三
―
三
十
一
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
５
―
８
２
１
―
８
２
０
９

新
潟
県
人
会
常
務
理
事

総
務
委
員
会 

委
員

県
人
会
副
会
長

財
団
評
議
員

渉
外
委
員水　

澤　

　

允

県
人
会
理
事

㈲
久
地
興
業  

代
表
取
締
役

川　

邉　

良　

子

電
話 

０
４
４
―
８
１
１
―
２
９
２
８

県
人
会
理
事

星　

野　

憲　

三

埼
玉
県
川
越
市
下
広
谷
９
３
１‒

４

電
話
０
４
９‒

２
３
２‒

６
７
４
６

350-
0804

〒

加　

藤　

全　

宏

県
人
会
名
誉
会
員

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会
名
誉
会
長

県
人
会
常
務
理
事

東
京
十
日
町
会
ぺ
ん
く
ら
ぶ
会
長

樋
　
口
　
高
　
士

editorial

樋
口
企
画
事
務
所

higuchi1282@
gm
ail.com

0
9
0
-
2
7
3
0
-
5
9
4
1

八
尾
坂　

正　

榮

県
人
会
常
務
理
事

練
馬
新
潟
県
人
会
顧
問

残暑お見舞い
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丸  

田  

健  

一

代
表
取
締
役

社　
　
　

長新
潟
県
上
越
市
西
城
町
２
丁
目
２
番
27
号

電
話 
０
２
５
―
５
２
６
―
２
１
１
１

〒
943-
8522

新
潟
越
後
獅
子
の
会
相
談
役

株
式
会
社
増
工
務
店
取
締
役

田　

中　

幸　

男

川
口
市
領
家
３

－

24

－

９

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
８（
２
２
４
）６
７
９
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

携
帯
電
話  

０
９
０（
８
４
３
５
）３
３
５
７

〒
332－
0004

武　

石　

堅　

次

東
京
弥
彦
村
人
会

会
長

取締役会長　　　　　

齋  藤  信  夫
一般財団法人東京新潟県人会館理事
住所　 埼玉県富士見市
　　　東みずほ台 1-9-4
電話　049-255-6616
mobile　080-1182-8612
E-mail：n-saito@palhonest.co.jp

　　株式会社
　　パル・オネスト

取締役会長

樋  口 　茂
本　　社 〒174-0041 東京都板橋区舟渡2-7-2
東京工場 〒174-0041 東京都板橋区舟渡1-19-14
TEL 03-3969-4811（代表）～3
FAX 03-3966-4887
いわき工場 〒971-8182
福島県いわき市泉町滝尻字亀石町2-61
TEL 0246-84-5531  FAX 0246-84-5532
工場 0246-84-8322
携帯：090-6618-2525
E-mail：higuchi@taiheitekkousyo.co.jp
URL：https://taiheitekkousyo.co.jp

東
京
松
代
会　

顧
問

県
人
会
歌
声
ク
ラ
ブ
代
表

柳　
　
　

政　

直

０
９
０
―
３
５
４
４
―
３
７
６
８

（
柏
崎
市
出
身
）

杤　

堀　

賢　

悟

新
宿
区
北
新
宿
２
―
２
―
13
―
303

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
二
五
六
）九
四
―

四
五
五
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
二
五
六
）九
四
―

二
〇
〇
一
㈹

 

宮
司　

渡  

部  

吉  

信

株
式
会
社　

聚　

楽

千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
丁
目
九
番
地
二
号

℡  
〇
三（
三
二
五
一
）七
二
二
一

〒
101-
0063

加
藤
加
藤  

悠
一
郎

悠
一
郎

取
締
役
社
長

取
締
役
社
長

　

代
表
取
締
役　

遠 

山　
　

亮

　

社
長
執
行
役
員

 

東
京
都
中
央
区
晴
海
一
︱
八
︱
十

 

晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド 

ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア

 

オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
Ｘ
棟
40
階

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
︱
六
六
七
一
︱
八
二
八
四

株
式
会
社 D

I Palette

〒
104-6040

川
合
昌
一

取
締
役

頭
　
取

　
　
　
　

殖  

栗  

道  

郎

取
締
役

頭　

取

世
界
70
カ
国
か
ら
な
る
旅
の
宿
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

非
営
利
型
一
般
財
団
法
人 

日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会

会　

長　

山　

谷　

え
り
子

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
三
―
一

国
立
オ
リ
ン
ピッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
三
―
五
七
三
八
―
〇
五
四
六

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.jyh.or.jp/

〒
151-
0052

株
式
会
社　

台
一
環
境

代
表
取
締
役　

金
子 

秀
五
郎

本　

社　

〒
１
５
５‒

０
０
３
３

　
　
　
　

 

東
京
都
世
田
谷
区
代
田

六‒

六‒

九‒

１
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
（
０
３
）３
４
６
８‒

４
１
１
４

板　

垣　

守　

寿

梅
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
長

電
話 

０
４
５
―
５
６
３
―
８
８
７
７

星
野
　
正
行

神
奈
川
県
厚
木
市
三
田
一
―
二
―
一
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
六
―
二
四
二
―
一
五
一
一

〒
243－
0211

常
盤
産
業
株
式
会
社

　
創
立
五
十
九
周
年

常
盤
建
設
運
輸
株
式
会
社

　
創
立
四
十
七
周
年

 

代
表
取
締
役
会
長

 

（
長
岡
市
出
身
）

長
岡
商
工
会
議
所

会  

　
頭
　

大 

原 

興 

人

長
岡
市
表
町
三
丁
目
一-

八

 

リ
ナ
シ
エ
ビ
ル
３

電
話 

〇
二
五
八

－三
二

－四
五
〇
〇

〒
940-
0071

代表取締役社長

� � ��

お申し込みは
こちらから↑

新潟県外にお住まいの方もスマホなどで、
新潟日報の紙面や県内ニュースがご覧いただけます。

〒950-8535　新潟市中央区万代 3丁目1番1号
TEL 025-385-7111

向
日
葵
の
会

日
成
ラ
イ
フ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

水　

澤　

　

允

東
京
都
北
区
田
端
四‒

七‒

十
四

電
話 

〇
三（
五
六
八
五
）〇
三
六
六

114-
0014

〒

財
団
監
事酒　

井　

嘉　

登

川
口
市
川
口
１
丁
目
１‒

３‒

507

携
帯 

０
８
０‒

４
３
５
０‒

１
９
５
８

332-
0015

〒

顧問 / 事業アドバイザー
（さかい よしと）柏崎市出身

【お問い合せ】
埼玉県川口市川口1－1－3－507
E-mail：yoshitosakai11272610@gmail.com
TEL：0 8 0 - 4 3 5 0 - 1 9 5 8

【主なご支援領域】
・営業支援（新規開拓/事業拡大）
・人材採用/組織強化支援
・業務効率化・コスト最適化
・ＡＩ活用・人材育成支援
・M＆A・事業継承支援

YSコンサルタント
酒 井  嘉 登

残暑お見舞い
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　　　大和電建株式会社
　　代表取締役
　　社　　　長　本　山　秀　樹
　　　　　　　　　 E-mail/jdaiwa02@carrot.ocn.ne.jp
　　　　　　　　　 URL：http://www.daiwadenken.com
 
本　　社 / 〒 943-0225 新潟県上越市三和区野 5849-26　TEL 025（530）8200　FAX 025（530）6300

東京支社 / 〒 141-0031 東京都品川区西五反田八丁目1番8号　TEL 03（3449）9251　FAX 03（3449）9266

十日町営業所 / 〒 942-1526 新潟県十日町市松代 3773-25　TEL 025（597）2135　FAX 025（597）2036

廣　

田　

幹　

人

代
表
取
締
役

社　
　
　

長
〒
九
五
一
―
八
〇
六
八

新
潟
市
中
央
区
上
大
川
前
通
八
番
町
一
二
四
五
番
地

電
話 

〇
二
五
―
三
七
八
―
六
二
〇
七

新
潟
綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社

　　  株式会社　福田組
本　　社 〒951-8668　新潟県新潟市中央区一番堀通町 3－10
 TEL　025-266-9111
 代表取締役社長　荒明　正紀

東京本店 〒 102-0073　東京都千代田区九段北 3-2-4　
 メヂカルフレンドビル
 TEL　03-5216-4888
 上席執行役員 本店長　須田　敏明

浅川慎一

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会

名
誉
会
長

曽　

山　

孝　

一

名
誉
会
長

加　

藤　

全　

宏

会
　

長

鏡　
　
　
　
　

實

副

会

長

平　

出　

英　

雄

幹

事

長

宮　

川　

玉　

城

副
幹
事
長

相　

田　

雅　

四

事
務
局
長

石　

川　

喜
久
次

会
計
幹
事

河　

治　
　
　

弘

幹

事

和　

田　

政　

雄

幹

事

山　

本　

由　

美

幹

事

田　

邊　

雅　

美

幹

事

田　

邊　

雅　

勇

会
計
監
査

市　

川　

範　

子

役　

員　

一　

同

名
誉
会
長

村

長

名
誉
顧
問

加　

藤　
　
　

弘

村
議
会
議
長

小　

澤　
　
　

仁

会

長

河　

内　

廣　

治

副

会

長

新　

野　

次　

郎

副

会

長

沼　

沢　

和　

雄

理
事
事
務
局

渡　

邉　

勝　

蔵

役　

員

一　

同

首都圏在住関川村人会
会
長

五
十
嵐　

昌　

男

役

員

一

同

鯖
石
郷 

大
沢
会

三
洋
電
機
洋
友
会

　
　
　
東
京
地
区

会
員
一
同

代表取締役　金 子 　薫

TEL：0256-45-2249
FAX：0256-45-5036
〒959-1113
新潟県三条市大面65

刃研ぎ宅配サービス
燕三条 ME-DEL

HPは
こちら

長
岡
応
援
倶
楽
部

        

会
員
募
集
中
♪

会　

長 

原　
　

勝
英

副
会
長 

川
上　

清
彦

副
会
長 

大
澤　
　

久

インスタグラムはコチラから↑

office  
〒959-1232 新潟県燕市井土巻5-174 フジタビル2階
TEL 0256-64-7432  FAX 0256-64-7955
E-mail yonekura-yamada68@dream.ocn.ne.jp
Web  http://www.yonekura-group.jp

株式会社 よね蔵 / 有限会社 葱八
株式会社 江美留
E’MILE(HK)CO.,LIMITED

YONEKURA GROUP
YONEKURA is the IZAKAYA

provide quality service.
Here you can enjoy

the comforts of top class.

Mieko  Yamada

代表取締役

山  田   美 江 子

三光建設 株式会社
代表取締役　松　川　吉　男

　　　　　　（城下町新発田会 幹事長）

TEL：047-396-0161（代） FAX：047-396-0162
千葉県市川市富浜1-6-20　

E-mail：ym353535@peach.ocn.ne.jp

土地・建物・貸地・売買・仲介
千葉県知事免許（13） 第5435号

代
表
取
締
役

安
藤  

雅
企

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二̶

四
四̶

三

 

本
堂
ビ
ル
二
〇
一
号

電   

話 

〇
三̶

六
八
二
三̶

三
六
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三̶

六
八
二
三̶

三
六
四
九

株
式
会
社 

た
ま
不
動
産

〒
170―0013

酒　井　勝　広

島　津　　　哲

柳　　　　　勇

小　川　三　郎

佐　藤　　　寧

会　長

副会長

〃

理事監査

副会長
事務局長

首都圏京ヶ瀬会

中央区銀座5-6-7SANWAすずらんBldg
TEL：0 3（6 2 8 0）6 6 3 5（代表）

皆様のお越しを心よりお待ちしております。

★ホームページはこちら→

〒950-0916 新潟市中央区米山4丁目6番12号

代表取締役社長 田中 弼
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.cs-nakamura.co.jp

首都圏支店 TEL：048-871-8944 FAX：048-871-8977

〒330-0802 さいたま市大宮区宮町3-9-7宮町武蔵ﾋﾞﾙ3階
新潟支店 ・東北支店 ・新発田支店・長岡支店 ・上越支店 ・石巻営業所

建物に命を吹き込むエンジニア

古屋  裕之
〒950-0916 新潟市中央区米山4丁目6番12号

代表取締役社長 田中 弼
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.cs-nakamura.co.jp

首都圏支店 TEL：048-871-8944 FAX：048-871-8977

〒330-0802 さいたま市大宮区宮町3-9-7宮町武蔵ﾋﾞﾙ3階
新潟支店 ・東北支店 ・新発田支店・長岡支店 ・上越支店 ・石巻営業所

建物に命を吹き込むエンジニア

残暑お見舞い
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城
下
町
新
発
田
会

相
談
役 

築　

井　

松　

治

会　

長 

小　

野　

悦　

男

幹
事
長 

松　

川　

吉　

男

副
会
長 

岩　

村　

英　

輔

副
会
長 

築　

井　

誠　

一

他 

役

員

一

同

東
京
か
ら
二
時
間

『
相
撲
の
ま
ち
』

東
京
糸
魚
川
会

役
員
一
同

会

長

小　

野　

健　

一

名誉顧問

名誉顧問

相 談 役

会 長

横　野　寅　夫横　野　寅　夫

春　日　　　寛春　日　　　寛

星　野　憲　三星　野　憲　三

長谷川　昭　男長谷川　昭　男

東京・えちご雪椿の会東京・えちご雪椿の会

石　

川　

庄　

一

役　

員　

一　

同

会　

長
他

東
京
小
国
会

相
談
役

山　

田　

順　

治

相
談
役

篠　

崎　

恒　

男

会

長

小　

川　

春　

二

副
会
長

小　

林　

昭　

栄

副
会
長

五
十
嵐　

セ
イ
子

副
会
長

北　

原　

セ　

ツ

幹
事
長

小　

川　
　
　

勝

　

他　
　
　

役
員
一
同

東 京 三 條 会

ふるさとを讃え、
　　　　　そして楽しく語る会

三条市にゆかりのある方
お待ちしています

会長　大竹　稔

連絡先：090-5568-1013

会
長

東

京
会
長

東

京
会
長

東

京
会
長

東

京
会
長

首

都

圏
会
長

首

都

圏
会
長

首

都

圏
会
長

首

都

圏
会
長

関

東
会
長

関

東
会
長

関

東 他

会

長

高
　
橋
　
俊
　
郎

両

津

の

会

宇
佐
美
　
岩
　
夫

河

崎

会

信
　
田
　
庸
　
二

赤

泊

会

寺
　
尾
　
　
　
晃

相

川

会

木
　
村
　
広
　
幸

真

野

人

会

佐
　
藤
　
弘
　
子

佐

和

田

会

河
　
原
　
　
　
清

佐

渡

新

穂

会

髙
　
野
　
一
　
久

佐

渡

金

井

会

和
　
泉
　
和
　
平

羽

茂

会

和
　
泉
　
賢
　
一

畑

野

会

北
　
嶋
　
　
　
准

小

木

人

会

役

員

一

同

池

　
登

志

邦

首首
都都
圏圏
佐佐
渡渡
連連
合合
会会

東
京
津
南
郷
会

会　

長

石　

澤　

政　

宜

役　

員　

一　

同

会

長

副
会
長

事
務
局
長

池　

田　
　
　

厚

多　

久　

惠　

子

河　

治　
　
　

弘

東
京
中
之
口
会

東京布川会
相 談 役

相 談 役

会 長

副 会 長

幹 事 長

事務局長

会 計

監 査 役

監 査 役

高　石　知　子
志　賀　貞　一
髙　橋　　　勝
小野塚　貞　夫
村　山　敏　靖
室　橋　昭　男
福　原　良　夫
東　川　久美子
村　山　直　平

東
京
牧
村
会羽

　
深
　
眞
　
一

大　

塚　

克　

美

折　

笠　

定　

勝

前　

山　

正　

子

金　

井　

正　

人

役　

員　

一　

同

会　

長

副

会

長

〃〃〃他

東
京
松
里
会

会　

長

事
務
局
長

佐　

藤　

昭　

尾

久
保
田　
　
　

充

東
京
松
代
会

会　

長
他

石　

田　

廣　

行

役　

員　

一　

同

入
間
郡
三
芳
町
藤
久
保
33
―

13

電
話 

０
９
０
―
４
８
４
９
―
３
４
３
６

〒
354-
0041

東
京
松
之
山
会高　

石　

知　

子

伊　

藤　

章　

二

宮　

﨑　

悦　

子

福

原

正

隆

他
役
員
一
同

会

長

名
誉
会
長

幹

事

長

事
務
局
長

本
部　

埼
玉
県
上
尾
市
大
字
上
六
八
〇

℡
０
４
８（
７
７
１
）２
７
３
８

東
京
魚
沼
会

名
誉
会
長 

佐
藤  

永
久

会
　
　
長 

櫻
井  

武
光

副

会

長 

閏
間  

儀
雄

　

〃

 

今
井  

　
充

　

〃 

松
井  

利
男

　

〃 

佐
藤  

義
孝

　

〃 

大
平  

英
夫

　

〃 

風
間  

　
正

　

〃 

羽
鳥
壽
美
男

会　
　

長 

本　

間　

健　

志

 

役　

員　

一　

同

残暑お見舞い
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尾
久
新
潟
県
人
会

木　

暮　

良　

江

鈴　

木　
　
　

清

飯　

野　

将　

夫

原　
　
　

雅　

子

金　

井　

文　

子

安　

田　

早　

苗

中　

村　

恵　

吾

名
誉
会
長

会　

長

副
会
長

会　

計

監　

査

監　

査

庶　

務

東
京
弥
彦
村
人
会

堀　
　
　
　
　

優

武　

石　

堅　

次

樋　

浦　

憲　

次

武　

石　
　
　

忠

市　

川　

範　

子

荘　
　
　

千
恵
子

樋　

口　

三　

治

田　

中　

ウ　

メ

橋　

本　

洋　

二

松　

宮　

恵
美
子

星　
　
　

民　

夫

板　

倉　

誠　

弥

名
誉
会
長

会

長

副
会
長

幹
事
長

幹

事
〃〃〃〃〃

監
査
役

〃
役
員
一
同

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

小　

坂　

庸　

雄

祖
父
江　

ひ
ろ
み

会

長

副
会
長

東
京
都
千
代
田
区
神
田
猿
楽
町
２

－

１

－

１

☎
０
３

－

５
２
４
４

－

５
１
３
８

https://w
w

w
.joetsu.gr.jp/

顧

問
〃

会

長

副
会
長

幹
事
長

会

計

渡　

辺　
　
　

力

松　

原　

軍　

次

石　

井　
　
　

進

菊　

地　
　
　

孝

髙　

橋　

清　

人

牧　

下　

俊　

夫

会　

員　

一　

同

東
京
中
野
新
潟
県
人
会

東
京
台
東
新
潟
県
人
会

顧

問

土　

肥　

一　

夫

相
談
役

市　

川　

皖　

郁

相
談
役

島　

田　

ヨ
キ
ノ

相
談
役

清　

水　

初　

枝

会

長

小　

林　

英　

典

副
会
長

小　

林　

重　

雄

幹
事
長

関　

根　

淳　

徳

副
幹
事
長

上　

沢　

菊　

雄

常
任
幹
事

廣　

田　

京　

二

常
任
幹
事

斉　

藤　

義　

信

常
任
幹
事

蘒　

原　

千
恵
子

常
任
幹
事

武　

井　

達　

介

常
任
幹
事

植　

木　

康　

彦

常
任
幹
事

桑　

原　

喜
恵
子

常
任
幹
事

山　

田　

俊　

治

常
任
幹
事

勝　

田　

和　

美

常
任
幹
事

藤　

沢　

政　

一

会
計（
兼
務
）

上　

沢　

菊　

雄

会　
　

計

大　

塚　

晴　

子

会
計
監
査

植　

木　

房　

枝

会
計
監
査

外　

山　
　
　

格

会　

長

江　

口　
　
　

博

役　

員　

一　

同

長
岡
市
三
島
地
域（
旧
三
島
町
）

首
都
圏
み
し
ま
会

新潟越後獅子の会
名
誉
会
長

鈴　

木　

忠　

夫

会

長

齋　

藤　

信　

夫

副

会

長

田　

中　
　
　

茂

副

会

長

大　

島　

信　

一

副

会

長

会

計

木　

村　

幸　

子

副

会

長

小　

山　

ミ
ツ
子

副

会

長

青
年
部
部
長

鈴　

木　

啓　

嗣

副

会

長

青
年
部
幹
事
長

渡　

邊　

潤　

一

副

会

長

青
年
部
部
長
代
行

山　

崎　

幸　

治

理

事

阿　

部　

マ
サ
子

理

事

野　

本　

恭　

一

理

事

中　

村　

芳　

弘

理

事

鈴　

木　

敏　

平

理

事

橘　
　
　
　
　

功

理

事

市
之
瀬　

敬　

子

理

事

松　

山　

キ
エ
子

理
事　

広
報

島　

田　

光　

明

監

査

役

今　

井　

良　

子

相

談

役

大
川
戸　

欣　

次

相

談

役

平　

石　

俊　

夫

相

談

役

田　

中　

幸　

男

相

談

役

中　

村　

善
次
郎

顧

問

上　

田　

清　

司

荒
川
区
新
潟
県
人
会

井　

口　

純　

一

佐
々
木　

時　

子

市　

川　

和　

夫

山　

本　

美　

子

本　

多　

春　

男

南　

雲　

史　

成

反　

町　

美
砂
子

副
会
長

幹
事
長

幹　
　

事

会
計
庶
務

会
計
監
査

総
務
庶
務

婦
人
部
長

葛
飾
区
新
潟
県
人
会

加　

藤　
　
　

勲

内　

田　
　
　

晃

伊　

藤　

忠　

男

長
谷
川　

昭　

男

名
誉
会
長

会

長

副

会

長

理

事

歌
え
ば
楽
し
い  

体
験
歓
迎
で
す

役
員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す

歌
声
ク
ラ
ブ

代 

表 

柳  　
　

政  

直

０
９
０
―
３
５
４
４
―
３
７
６
８

新
潟
県
を
縁（
ゆ
か
り
）と
す
る

「
業
種
間
交
流
会
」

共
同
代
表
幹
事

村　

山　

政　

利

共
同
代
表
幹
事

田　

原　

弘　

志

代
表
幹
事
代
行

成　

田　
　
　

浩

幹

事

長

本　

間　

大　

貴

幹
事
長
代
行

そ
の
江（
髙
橋
園
江
）

幹

事

八　

幡　

正　

則

幹

事

樋　

浦　

夏
南
子

会
計
監
査

笠　

井　

勇　

人

若
い
皆
様
が
集
い
交
流
・
交
歓
し
て

幅
広
い
人
脈
創
り
と
次
代
の
県
人
会

も
担
う
志
を
持
つ
。

定
例
開
催
月　

２
月
・
６
月
・
10
月

新
年
会
・
納
涼
ま
つ
り
で
は
会
と
し
て

﹁
業
種
間
交
流
会
﹂
席
を
設
け
ま
す
。

東
京
良
寛
会石

井

正

一

会

長

　

本
会
は
良
寛
禅
師
の
高
風
を
偲
び
、

そ
の
人
格
・
思
想
・
芸
術
に
対
す
る
顕

彰
と
研
究
を
目
的
と
し
、
全
国
良
寛
会

と
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
主
に
次
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

⑴
講
演
会
・
研
究
会
・
勉
強
会
等
の
開
催

 

⑵
遺
跡
の
探
訪
・
遺
墨
の
鑑
賞

 

⑶
会
誌
﹁
鉢
の
子
た
よ
り
﹂
の
刊
行

﹇
事
務
所
﹈

東
京
都
西
東
京
市
栄
町
一
︱
十
七
︱
二

☎
０
４
２

－

４
２
５

－

４
２
６
０

メ
ー
ル shoichi.ishii1121@

gm
ail.com

〒202－0006

〒110-0005
東京都台東区上野1-13-6
財団法人 東京新潟県人会館
TEL：03-3832-7619

代表世話人　河野テル子

東京新潟県人会

おけさクラブ

か
ら
す
踊
り
の
会

毎
年
八
月
の
第
一
日
曜
日
正
午

東
京
新
潟
県
人
会
二
階
ホ
ー
ル

　
　
　

主
宰　

か
ら
す
踊
り
の
会

　
　
　
　
　

共
催　

東
京
松
之
山
会

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
津
南
郷
会

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
栄
村
会

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
十
日
町
会

「
県
人
会
同
好
会
」

元
気
の
出
る
歌
の
会

　

〜
県
民
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
〜

　

♪
歌
っ
て
楽
し
く
！

　
　
　
　

元
気
に
！ 

生
き
抜
く
!!

（
童
謡
・
叙
情
歌
・
歌
謡
曲
な
ど
）

指
導　

宮
田 

タ
マ
恵

残暑お見舞い
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新
井
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

瀧
　
澤
　
康
　
二

宮　

下　

忠　

司

相
　
浦
　
俊
　
雄

石
　
山
　
秀
　
雄

梅
　
澤
　
幸
　
一

佐

藤

康

子

名
誉
顧
問

支
部
長

副
支
部
長

〃
監
　
　
事

〃

松
之
山
校
友
会小

野
塚　

彰　

夫

志
　
賀
　
　
　
昇

小
　
口
　
茂
　
次

村
　
山
　
辰
　
雄

村
　
山
　
明
　
夫

会　

長

会
長
代
行

副
会
長

〃
事
務
局
長

村
松
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

大

橋

貞

夫

佐

藤　

赳

平
山　

誠
一

役

員

一

同

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

会　

長

副
会
長

副
会
長

会
員
の
皆
様
に
は
使
用
済
み
の
切
手
の
寄
附
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

今
の
郵
便
事
情
に
よ
り
切
手
の
使
用
が
減
っ
て
お

り
ま
す
。

皆
様
よ
り
お
あ
ず
か
り
し
ま
し
た
切
手
は
社
会

福
祉
協
議
会
へ
届
け
、
換
金
し
、
障
が
い
の
あ
る

方
達
の
活
動
や
福
祉
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
活
動
で
す
が
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。会

館
へ
お
い
で
の
際
に
で
も
事
務
局
へ
お
預
け

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

広
報
委
員　

石
黒

「
使
用
済
み
切
手
寄
附
」の
御
礼

 

〈Stand by you.

　
　
縄
文
の
里  
新
潟
〉

　

新
潟
に
は
縄
文
時
代
の
遺

跡
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
新
潟
が
太
古
よ

り
、
海
、
山
、
森
、
川
、
平

野
、
水
、
多
様
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
ね
。

様
々
な
地
域
資
源
、
農
林
水

産
資
源
を
生
か
し
た
豊
か
な

食
文
化
、
能
、
花
火
な
ど
世

界
に
誇
る
伝
統
文
化
、
郷
土

の
歴
史
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

厚
み
の
あ
る
産
業
基
盤
、
技

術
で
の
物
づ
く
り
、
更
に
都

心
部
へ
の
電
力
供
給
の
役
割

も
果
た
し
て
い
ま
す
。
地
理

的
特
性
を
生

か
し
北
前
船

の
寄
港
で
あ 

っ
た
り
、
昔

よ
り
日
本
海

の
表
玄
関
で

も
あ
り
ま
す
。

現
代
で
は
整

備
さ
れ
た
交

通
網
を
背
景
に
学
会
、
国
内

会
議
、
国
際
会
議
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
更
に
、
上
杉

謙
信
、
田
中
角
栄
、
数
多
く

の
、
多
種
多
才
の
歴
史
に
残

る
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。
地
方
か

ら
日
本
を
動

か
す
力
が
新

潟
の
持
つ
強

み
と
思
い
ま

す
。
地
球
温

暖
化
に
よ
る

環
境
問
題
の

解
決
が
急
務

な
今
こ
そ
、未
来
に
向
け
て
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
新
潟
の
里

の
魅
力
を
力
を
、
情
報
発
信

基
地
、
県
人
会
会
員
の
私
達

一
人
一
人
が
、
心
を
込
め
て

伝
え
て
行
く
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
、
必
要
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。O

ne by one.
�

（
会
員
委
員
長　

林 

一
雄
）

みんなの
広場

� 令和８年４月吉日
東京新潟県人会 様
� 江東南砂六郵便局

使用済切手の御礼
拝啓、花便りもしきりのこの頃、貴会、益々ご清栄のこ

ととお喜び申し上げます。
平素より江東南砂六郵便局をご利用いただきまして、誠

に有難うございます。
此度は使用済み切手のご芳志、厚く御礼申し上げます。

郵便局では福祉活動を推進しており、使用済み切手は社会
福祉協議会へ贈呈し、換金され、障がい者様専用のワンボッ
クスカー等として寄進されます。また、企業様や障がい者
様のボランティア活動で使用済み切手を使った小物作成な
ど地域の福祉に役立てております。

つきましては、下記の通り、使用済み切手をお預かり致
しましたので、お知らせ致します。

福祉活動へのご協力並びに、東京新潟県人会の皆様のご
厚情に感謝申し上げます。
� 敬具

記

使用済み切手受取総重量：1 7 6 2 g

◆
ご
意
見
・
ご
感
想
を

　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
◆

　

本
欄
は
︑
会
員
読
者
の

交
流
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
自

由
な
テ
ー
マ
で
お
声
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

�

︵
広
報
委
員
会
︶

残暑お見舞い
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事務局からのお知らせ

会員名 出身地 紹介者

羽深 眞一 上越市牧区 鈴木 勉
益田 浩 広島市 渡辺 慎一
江川 豪 阿賀町 WEB
南 裕一郎 齋藤 信夫

株式会社 トップライズ 新潟市秋葉区 ( 旧新津市 ) 平 辰
鈴木 颯太 文京区 ( 祖父 ： 松之山町 ) 村山 政利
内田 果那 日野市 ( 祖父母 ： 蒲生 ) 村山 政利
山口 光子 十日町市 齋藤 信夫
石川 春幸 柏崎市 及川 恒夫

６
月
度
会
館
利
用
状
況

２
日
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

山
平
会

４
日
㈭	
（
一
財
）日
本
救
急
医
療
財
団

	
	

メ
デ
ィ
コ
ム
ジ
ャ
パ
ン

５
日
㈮	

プ
ラ
ナ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
合
同
会
社

６
日
㈯	

プ
ラ
ナ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
合
同
会
社

	
	

会
津
美
里
会

	
	

東
京
牧
村
会

	
	

し
ば
た
豊
浦
会

	
	

能
水
会

	
	

警
察
政
策
学
会
警
察
史
研
究
部
会

	
	

直
江
津
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

７
日
㈰	

プ
ラ
ナ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
合
同
会
社

	
	

新
井
高
等
学
校
同
窓
会 

東
京
支
部

	
	

（
一
財
）台
湾
協
会

	
	

佐
渡
お
け
さ
踊
り
隊

	
	

村
上
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

８
日
㈪	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

９
日
㈫	College of W

ooster

（Y
H

）

	
	

ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ッ
ク
㈱

	
	

会
員
委
員
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

正
副
会
長
会
常
務
理
事
会

	
	

渉
外
委
員
会

	
	

総
務
委
員
会

10
日
㈬	

下
水
道
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー

	
	

文
化
委
員
会

	
	

ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ッ
ク
㈱

11
日
㈭	

第
16
期
卒 

高
柳
中
学
校
ク
ラ
ス
会

	
	

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

	
	

根
津
万
寿
夫

12
日
㈮	

第
四
北
越
銀
行

	
	

歌
声
ク
ラ
ブ

	
	

広
報
委
員
会

	
	

首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会

13
日
㈯	

北
越
高
校
関
東
北
友
会

	
	

達
者
会

	
	

黒
門
町
町
会

	
	

あ
さ
ひ
会

	
	

東
京
柏
商
同
窓
会

14
日
㈰	

高
田
高
女
北
城
高
校
同
窓
会

	
	　

東
京
支
部

	
	

新
井
高
等
学
校
同
窓
会 

東
京
支
部

	
	

東
京
松
之
山
会

	
	

お
け
さ
友
愛
会

	
	

東
京
阿
賀
町
会

	
	

小
千
谷
高
校
舟
陵
会

15
日
㈪	

ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ッ
ク
㈱

	
	

日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会  

本
部
会
議

	
	

新
潟
お
け
さ
会

16
日
㈫	
ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ッ
ク
㈱

	
	

登
石
記
代
ア
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
研
究
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

17
日
㈬	

（
一
社
）国
際
環
境
研
究
協
会

18
日
㈭	

（
一
社
）国
際
環
境
研
究
協
会
事
務
局

	
	

元
気
の
出
る
歌
の
会

	
	

首
都
圏
佐
渡
伝
統
芸
能
継
承
の
会

19
日
㈮	Rustic Pathw

ays / Y
H

	
	

松
代
高
校
同
窓
会

	
	

花
實
短
歌
会

20
日
㈯	

シ
ャ
ト
ル
の
会

	
	

新
潟
大
学
理
学
部
首
都
圏
同
窓
会

	
	

よ
も
ぎ
会

	
	

六
日
町
高
校
東
京
同
窓
会

21
日
㈰	

村
松
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

	
	

三
実
三
商
高
校
東
京
同
窓
会

	
	

山
平
会

	
	

村
松
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

	
	

東
京
小
国
会

	
	

巻
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

東
京
中
之
島
会

23
日
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

一
般
社
団
法
人

	
	　

日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

	
	

財
団
理
事
会

24
日
㈬	

一
般
社
団
法
人

	
	　

日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

	
	

メ
デ
ィ
コ
ム
ジ
ャ
パ
ン

	
	

南
鯖
石
中
Ｓ
39
卒
関
東
会

25
日
㈭	

ふ
る
さ
と
越
路
会

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

	
	

桂
歌
助　

一
笑
会

26
日
㈮	Rustic Pathw

ays / Y
H

27
日
㈯	

城
下
町
新
発
田
会

	
	

あ
み
ぐ
る
み

	
	

加
茂
農
林
高
等
学
校
同
窓
会

	
	　

東
京
支
部

28
日
㈰	

新
潟
大
学
青
松
会
首
都
圏
支
部

	
	　

総
会

	
	

台
東
新
潟
県
人
会

29
日
㈪	

日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会  

本
部
会
議

30
日
㈫	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

	
	　

第
１
回
人
材
・
組
織
強
化
委
員
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表
：
河
野 

テ
ル
子

問
い
合
わ
せ
：
０
９
０-

５
２
０
９-

６
２
３
９

日
時
：
８
月
６
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
３
階　

会
議
室
４

日
時
：
８
月
24
日（
月
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
３
階　

会
議
室
４

新入会員のご紹介６月分新入会員のご紹介６月分（敬称略）（敬称略）
（出身地は合併前の名称も使っています）

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表
：
柳 

政
直

問
い
合
わ
せ
：
０
９
０-

３
５
４
４-

３
７
６
８

日
時
：
８
月
７
日（
金
）14
時
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※�

毎
月「
第
２
週
目
金
曜
日
」に
実
施
予
定
で
す
。

◎
元
気
の
出
る
歌
の
会

代
表
：
宮
田 

タ
マ
恵

問
い
合
わ
せ
：
０
８
０-

６
５
４
６-

４
３
９
４

日
時
：
８
月
20
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※�

毎
月「
第
３
木
曜
日
」に
実
施
予
定
で
す
。
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９月の「卓話の時間」開催予告

講演テーマ

「引退へ戦い続けて30年と故郷新潟への思い」（対談）

【卓話者プロフィール】
1979年に新潟市に生まれる/1995年４月15日長与千種に師事し、日本女子
プロレス史上最年少（当時）となる15歳でデビュー /1996年頃　米国の
WCWへ参戦/1998年４月　長与から後継者指名を受ける/2001年12月に
GAEA初の生え抜きAAAWシングル王者となる/2006年仙台サンプラザ
ホールにてセンダイガールズプロレスリングの旗揚げ/2011年８月１日
新崎人生から団体運営を引き継ぎ、自ら社長に就任/2025年４月29日引退

■ 開催日時：令和８年９月８日（火）15：00
■ 受　　付：14：30 ～　定員 70 名
■ 会　　場：東京新潟県人会館　２階ホール
■ 申 込 み：県人会事務局（電話：03 - 3 8 3 2 - 7 6 1 9）
■ 会　　費：（茶菓代）1,000 円

展示希望者の申込制。作品の種類は「絵画」「書道」「写
真」。展示期間６ヶ月間。
前期／ ４月～９月末日
後期／ 10 月～翌年３月末日まで。
令和８年度後期の作品展示を希望される方は応募い
ただきたくお願いいたします。
応募規則に従ってお申込み下さい。
規則等、応募要項は県人会事務局にお問合せ下さい。
申込期限は８月 29 日（土）です。
９月上旬に文化委員会で審査、選定をさせていただ
きます。
出展料は無料ですが、作品の搬入出、展示費用（業
者に依頼等特別の場合）は出展者にご負担願います。
� 文化委員会

現在９F サロンに書の傑作品３点を９月末日まで展
示いたしております。
是非ご鑑賞下さい。
ご鑑賞の際は必ず１階事務局にお声をお掛け下さい。

＝芸術は人の心に潤いを与え
� 感性を豊かにする＝

会館内美術作品常設展示のお願い
「館内美術作品展示」の概要

第 28回作品展
作品展出展のお願い

新潟市出身（元女子プロレスラー /
現センダイガールズプロレスリング（代表取締役社長））里村 明衣子 氏

柳沢 　　健 氏

【卓話者】

ノンフィクションライター /第60回卓話の時間卓話者

里村 明衣子 氏

会報誌７月号でご案内いたしましたが、第 28
回作品展を 10 月 24 日（土）～ 26 日（月）ま
で開催いたします。

応募要項は７月号に掲載しております。日頃
の創作活動の成果をぜひ本作品展にてご披露い
ただきたく、お願い申し上げます。

ご応募はお申込書に必要事項をご記入の上８
月 31 日（月）までに県人会事務局へお申込み
ください。

なお今回より諸般の事情により出展料は有
料、また搬入、搬出、梱包材は例年通りご負担
をお願いいたします。詳しくは募集要項をご確
認ください。

作品展実行委員長　小林　英典
文化委員会委員長　松川　吉男
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正
副
会
長
会（
６
月
定
例
）

令
和
８
年
６
月
９
日（
火
）

一
、
新
正
副
会
長
会
議
＆
常

務
理
事
会
の
運
営
方
法

　

正
副
会
長
会
司
会
：
及
川

常
務
理
事
会
：
事
務
局
長

二
、
席
配
置

　

傍
聴
席
を
後
方
設
置

三
、
５
月
議
事
録
確
認

四
、
予
算
執
行
状
況
確
認

五
、
議
案
事
項

・
納
涼
ま
つ
り

　

担
当
・
業
務
確
認

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
新
潟
県
ら
し
い
出
し
物
に

限
定
す
べ
き
の
提
案

・
地
元
交
流
重
視
意
見

・
年
会
費
規
則
の
改
訂

　

団
体
会
費
を
納
め
た
各
会

長
で
理
事
会
費
の
免
除
を

申
し
出
た
場
合
は
免
除
規

定
を
追
加
→
承
認

・
副
会
長
の
担
当
→
確
認

・
県
人
会
の
役
員
更
新
承
認

六
、
長
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確

認
七
、
郷
人
会
解
散
問
題

常
務
理
事
・
正
副
常
任
委
員

長
会
議

令
和
８
年
６
月
９
日（
火
）

一
～
六 

正
副
会
長
会
同

七
、
常
任
委
員
会
報
告

・
総
務
委
員
会
：
総
会
参
加

61
名
来
賓
５
名

・
財
務
委
員
会
：
収
入
増
加

策
検
討

・
文
化
委
員
会
：
松
川
氏
を

委
員
長
承
認
／
作
品
展
打

合
せ

・
会
員
委
員
会
：
秋
の
イ
ベ

ン
ト
企
画
報
告

・
広
報
委
員
会
：
連
載
企
画

Ｗ
Ｅ
Ｂ
掲
載
記
事
等
紹
介

・
渉
外
委
員
会
：
納
涼
ま
つ

り
広
告
募
集
→
３
社
の
申

し
込
み
報
告

財
団
理
事
会（
６
月
定
例
）

令
和
８
年
６
月
23
日（
火
）

一
、
５
月
定
例
議
事
録
確
認

二
、
５
月
収
支
報
告

三
、
議
案
事
項

・
YH
家
賃
申
し
入
れ

　

交
渉
依
頼
の
中
西
弁
護
士

と
小
松
弁
護
士
よ
り
今
後

の
方
針
と
動
き
に
つ
い
て

説
明
。
委
任
契
約
→
承
認

四
、
報
告
事
項

・
借
り
入
れ
金
利
変
更

・
会
議
室
４
ク
ロ
ス
張
替
え

に
つ
い
て

総
務
委
員
会（
６
月
定
例
）

令
和
８
年
６
月
９
日（
火
）

一
、
定
時
総
会
の
反
省

二
、
今
年
度
の
活
動
内
容
の

確
認

三
、
納
涼
ま
つ
り
で
の
役
割

確
認

渉
外
委
員
会（
６
月
定
例
）

令
和
８
年
６
月
９
日（
火
）

一
、
渉
外
活
動
の
進
捗
状
況

確
認

・
企
業
会
員
加
入
促
進
ツ
ー

ル
決
定

・
新
規
加
入
＆
広
告
協
賛
申

し
込
み
状
況

・
今
後
の
加
入
促
進
＆
広
告

協
賛
企
業
先
選
定

二
、
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２

０
０
社
構
想
検
討

三
、
広
告
主
、
企
業
会
員
に

資
す
る
HP
の
検
討

会
員
委
員
会（
６
月
定
例
）

令
和
８
年
６
月
９
日（
火
）

一
、
納
涼
祭
り
に
つ
い
て
役

割
分
担
等
確
認

二
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
検
討

三
、
そ
の
他

・
会
員
数
確
認

・
委
員
会
内
情
報
共
有
確
認

・
意
見
交
換

文
化
委
員
会（
６
月
定
例
）

令
和
８
年
６
月
10
日（
水
）

一
、
松
川
委
員
長
選
任

二
、
作
品
展
募
集
確
認

・
１
点
出
品
料
２
０
０
０
円

・
出
品
目
録
→
事
務
局
依
頼

・
Ｄ
Ｍ
葉
書
デ
ザ
イ
ン
→
事

務
局
依
頼

三
、
９
階
展
示
案
内
確
認

四
、
文
化
講
演
会
に
つ
い
て

広
報
委
員
会（
６
月
定
例
）

令
和
８
年
６
月
12
日（
金
）

一
、
７
月
号
の
進
行
状
況

二
、
８
月
号
編
成
進
行
予
定

三
、
６
月
号
の
反
省

会
議
・
委
員
会
報
告

THE N IIGATA インフォメーション

令和８年８月８日（土）でグランドオープンから２周年
を迎えます。
日ごろのご愛顧に感謝して、8月 1日（土）～ 9日（日）
までの９日間に周年祭を開催！
THE NIIGATAリピーターの方もまだお越しになった 
ことがない方も、この機会にぜひお越しください。

銀座すずらん通りにある
「銀座・新潟情報館 THE NIIGATA」です!

（1階・2階／ショップ）
◦「THE ONIGIRI・Ya」のメニューリニューアル！
　※一部メニューの入替

（3階／イベントスペース）
◦�長岡花火の舞台裏と平和への祈りをテーマとしたド

キュメンタリー映画（手土産付き）を特別上映！
◦�新潟の夏の魅力を見て、触れて、味わう体感イベント

を開催！

（8階／レストラン 「THE NIIGATA Bit GINZA」）
◦期間限定特別コースをご提供！

（地下1階／移住相談窓口）
◦�窓口新規ご登録で、オリジナルトートバックプレゼント！
※内容は変更となる場合がございます。詳細はHPをご確認ください。
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西
行
の
心
中
は
い
か
ば
か
り
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

西
行
は
待
賢
門
院
へ
の
想
い
を

封
印
し
て
い
た
が
、
宮
廷
や
法
金

剛
院
へ
は
出
入
り
し
て
お
り
、
待

賢
門
院
及
び
そ
の
女
房
達
と
は
親

し
く
交
流
し
て
い
た
。
複
数
の
女

官
と
の
間
に
優
れ
た
和
歌
の
交
換

を
行
っ
て
お
り
、
風
情
あ
る
和
歌

が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

五
．崇
徳
院
と
の
関
係

崇
徳
院
は
保
元
の
乱
に
敗
れ
、

や
が
て
讃
岐
へ
流
さ
れ
て
し
ま

い
、
最
後
に
は
怨
霊
に
な
る
旨
宣

し
て
悶
絶
死
し
て
し
ま
う
。

崇
徳
院
は
西
行
よ
り
一
歳
若

か
っ
た
が
、
優
れ
た
歌
人
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
西
行
と
は
心
が

通
じ
合
っ
て
い
た
よ
う
で
、
い
っ

し
ょ
に
熊
野
や
住
吉
に
お
参
り
に

行
っ
た
り
し
て
い
た
。

崇
徳
院
が
讃
岐
の
松
山
に
お
ら

れ
る
頃
に
、
西
行
は
頻
繁
に
和
歌

を
送
っ
て
い
た
。
い
つ
ま
で
も
生

き
て
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お

り
、
怨
念
の
う
ち
に
果
て
ら
れ
た

時
に
は
深
い
悲
し
み
に
沈
ん
だ
の

で
あ
る
。

仁
安
二
年
（
一
一
六
七
年
）、

西
行
は
讃
岐
の
白
峯
の
崇
徳
院
の

御
陵
を
詣
で
る
た
め
に
四
国
行
脚

の
旅
に
出
る
。
現
地
に
行
っ
て
み

る
と
、
崇
徳
院
の
遺
跡
は
跡
形
も

一
．北
面
の
武
士
か
ら
の
出
家

北
面
の
武
士
で
あ
っ
た
佐
藤
義

清（
の
り
き
よ
）は
、保
延
六
年（
一

一
四
〇
年
）
に
二
十
三
歳
に
し
て

出
家
し
た
。
出
家
す
る
際
に
、
泣

い
て
す
が
り
つ
く
幼
い
娘
を
縁
側

か
ら
蹴
落
と
し
て
家
を
出
て
行
く

絵
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
歌

人
の
西
行
で
あ
る
。

二
．出
家
の
原
因

出
家
の
原
因
は
、親
友
の
佐
藤
範

康
の
急
死
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
当
の
原
因
は
「
申

す
も
恐
れ
あ
る
上
臈
女
房
へ
の
恋

情
故
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

で
は
、
そ
の
相
手
は
誰
か
と
言

う
と
、鳥
羽
天
皇
の
中
宮
で
あ
り
、

か
つ
白
河
法
皇
と
の
間
に
、
最
恐

の
怨
霊
と
化
す
崇
徳
天
皇
を
設
け

た
「
待
賢
門
院
璋
子
（
た
ま
こ
）」

で
あ
る
（「
最
恐
の
怨
霊
」
に
つ

い
て
は
、
本
誌
二
〇
二
二
年
六
月

号
を
参
照
）。
最
高
位
の
位
に
あ

り
、
か
つ
自
由
な
男
女
関
係
に
遊

ん
だ
女
院
で
あ
る
こ
と
に
驚
嘆
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
北
面
の
武
士
で

あ
る
義
清
に
は
、
身
分
的
に
許
さ

れ
な
い
恋
と
あ
き
ら
め
る
た
め
に

な
く
な
っ
て
お
り
、
崇
徳
院
の
御

陵
も
荒
れ
果
て
て
見
る
影
な
い
有

様
だ
っ
た
。

現
在
で
は
、
現
地
の
関
係
者
の

尽
力
に
よ
り
崇
徳
院
に
関
係
す
る

旧
跡
は
整
備
さ
れ
て
い
る
。

六
．居
所
の
移
動
と
全
国
行
脚

西
行
は
京
都
以
外
に
、高
野
山
、

吉
野
、
四
国
の
善
通
寺
、
伊
勢
の

二
見
浦
等
で
庵
室
を
結
ん
で
住
ん

だ
こ
と
が
あ
る
。

私
は
二
十
数
年
前
に
吉
野
へ
行

き
、
下
千
本
・
中
千
本
・
上
千
本
・

奥
千
本
と
辿
っ
て
行
っ
た
果
て

で
、「
西
行
庵
」
を
見
た
こ
と
が

あ
る
。
こ
ん
な
山
奥
で
三
年
の
間

一
人
で
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、
余

程
の
覚
悟
が
な
け
れ
ば
不
可
能
だ

と
思
い
知
ら
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
。

西
行
は
東
北
・
陸
奥
を
旅
し
て

歌
枕
を
訪
れ
た
り
、
東
大
寺
大
仏

殿
復
興
勧
進
の
た
め
平
泉
を
訪
れ

る
際
に
、
鎌
倉
で
源
頼
朝
に
会
っ

た
り
し
て
い
る
。

普
通
「
出
家
」
と
言
う
と
、
一

つ
の
寺
に
籠
っ
て
仏
道
修
行
を
す

る
姿
を
想
像
す
る
が
、
西
行
は
そ

れ
と
は
異
な
る
よ
う
な
出
家
形
態

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

西
行
の
生
き
様
を
見
る
と
、
仏

道
に
出
家
し
た
と
言
う
よ
り
も
、

「
歌
道
」
に
出
家
し
た
と
言
っ
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

七
．終
焉
の
地

建
久
元
年
（
一
一
九
〇
年
）
二

月
十
六
日
、
西
行
は
河
内
の
弘
川

寺
に
て
七
十
三
歳
の
生
涯
を
閉
じ

た
。
仏
陀
の
涅
槃
会
、
桜
の
開
花

期
が
重
な
り
、
桜
を
こ
よ
な
く
愛

し
た
西
行
に
相
応
し
い
死
に
方
だ

と
言
わ
れ
、
西
行
の
次
の
歌
が
辞

世
の
句
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

「
ね
が
わ
く
は

 

花
の
下
に
て
春
死
な
む

　

そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
頃
」

涅
槃
会
と
桜
の
花
が
合
致
し
た

タ
イ
ミ
ン
グ
を
う
ま
く
捉
え
て
お

り
、
辞
世
の
歌
に
相
応
し
い
と
い

う
の
は
分
か
る
が
、
歌
の
達
人
中

の
達
人
が
、
人
生
の
最
後
に
こ
ん

な
分
か
り
易
過
ぎ
る
歌
を
辞
世
の

句
に
す
る
訳
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

終
焉
の
地
に
つ
い
て
は
弘
川
寺

と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
が
、京

都
の
中
で
終
焉
の
地
だ
と
主
張
し

て
い
る
場
所
が
あ
る
。そ
れ
は
円
山

公
園
か
ら
南
へ
野
外
音
楽
堂
を
左

に
見
て
突
き
当
り
に
あ
る「
西
行

庵
」で
あ
る
。「
西
行
物
語
」で
は

弘
川
寺
か
ら
都
へ
戻
っ
て
こ
の
西

行
庵
で
示
寂
し
た
と
さ
れ
て
い
る

と
い
う
の
が
根
拠
で
あ
る
。た
だ
、

国
文
学
者
の
多
く
は「
西
行
物
語
」

が
創
作
で
あ
り
誇
張
の
産
物
だ
と

否
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

出
家
し
た
の
で
あ
る
。

三
．大
原
野
の
花
の
寺

出
家
後
の
僧
名
は
円
位
で
、
西

行
は
号
で
あ
る
（
以
下
、
西
行
と

記
す
）。

出
家
し
た
後
、
京
都
の
向
日
市

の
西
、
長
岡
京
の
北
に
あ
る
大
原

野
に
住
ん
だ
。
大
原
野
に
は
、
京

都
遷
都
の
際
に
藤
原
氏
が
奈
良
の

春
日
大
社
を
勧
請
し
た
大
原
野
神

社
が
あ
る
。
こ
の
左
手
の
坂
を

上
っ
て
行
く
と
勝
持
寺
が
あ
り
、

こ
こ
が
西
行
の
住
ん
だ
庵
が
あ
っ

た
場
所
と
言
わ
れ
て
お
り
、「
花

の
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
桜
の

花
時
に
は
花
見
客
で
賑
わ
う
所
で

あ
る
。
境
内
に
は
西
行
桜
、
西
行

姿
見
の
池
、西
行
の
鏡
石
が
あ
る
。

実
際
に
西
行
の
庵
室
が
あ
っ
た

の
は
二
百
メ
ー
ト
ル
程
登
っ
た
山

上
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

四
．法
金
剛
院

待
賢
門
院
は
、
鳥
羽
上
皇
の
寵

愛
が
美
福
門
院
得
子
に
移
っ
て
し

ま
い
、
康
治
元
年
（
一
一
四
二
年
）

に
法
金
剛
院
に
て
出
家
し
、
久
安

元
年
（
一
一
四
五
年
）
に
は
逝
去

し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

随
想
四
季�

（
リ
レ
ー
第
210
回
）

故
あ
り
て
出
家
・
そ
の
Ⅱ（
京
都
逍
遥
９
）

大
原
　
精
一
（
越
後
長
岡
ふ
る
さ
と
会
）
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粟島浦村

村上市

関川村胎内市
聖籠町

新発田市
阿賀野市

五泉市 阿賀町

新潟市

加茂市

田上町弥彦村
燕市

三条市見附市出雲崎町

刈羽村

柏崎市
長岡市

小千谷市 魚沼市

南魚沼市
十日町市

津南町

湯沢町

上越市

妙高市
糸魚川市

佐渡市

市
町
村

だ
よ
り

第
２
８
５
回

ふ
る
さ
と
新
潟

７
エ
リ
ア
に

点
在
し
て
い
る

色
々
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

新潟市
北区 東区 中央区 江南区
秋葉区 南区 西区 西蒲区

佐
渡

佐
渡
島
エ
リ
ア

中
越
１

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

第
46
回
刈
羽
村

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

�

（
刈
羽
村
）

◎
刈
羽
村
で
は
、８
月
15
日

（
土
）に「
第
46
回
刈
羽
村
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
は
、

お
盆
で
帰
省
し
た
家
族・
親

戚
や
地
域
住
民
に
交
流
の
場

を
提
供
す
る
と
共
に
、村
民

が
主
役
と
な
り
、一
人
一
人
が

ま
つ
り
を
楽
し
む
こ
と
で
、

村
の
魅
力
を
一
人
で
も
多
く

の
人
た
ち
に
発
信
し
、交
流

人
口
の
拡
大
に
繋
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、毎
年
８
月
15
日

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
会
場
は
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
ラ
ピ
カ
」周
辺
で
、出

店
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、盆
踊
り
な

ど
、盛
り
沢
山
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
花
火
大
会
で
は
、

刈
羽
平
野
に
打
ち
上
げ
ら
れ

る
約
３
０
０
発
の
花
火
を
間

近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
今
年
の
目
玉
は
、テ
レ
ビ
で

大
活
躍
中
の
人
気
お
笑
い
芸

人
ハ
ナ
コ
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

会
場
に
は
、気
軽
に
利
用
で

き
る
浴
衣
レ
ン
タ
ル
や
、乳
幼

児
と
一
緒
で
も
安
心
し
て
楽

し
め
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
な

ど
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

刈
羽
村
産
業
政
策
課

☎
０
２
５
７-

４
５-

３
９
１
３

◎
魚
沼
市
で
は
ラ
イ
ダ
ー
同

士
の
交
流
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
る
た
め
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
今
年
度
も

実
施
い
た
し
ま
す
。

◎
投
稿
方
法

①
魚
沼
市
観
光
協
会
の
ラ
イ

ダ
ー
情
報
発
信SN

S

（X
, 

Instagram

）を
フ
ォ
ロ
ー

（
ア
カ
ウ
ン
ト
名
：
ラ
イ

ダ
ー
交
流
の
聖
地　

魚
沼
市

＠rider_uonum
a

）
②
投

稿
の
際
に
、＃
ラ
イ
ダ
ー
交

流
の
聖
地
魚
沼
市
＃
魚
沼
市

２
０
２
６
の
二
つ
の
タ
グ
を

付
け
て
魚
沼
市
の
バ
イ
ク
の

旅
の
写
真
と
共
に
投
稿　

投

稿
し
て
い
た
だ
い
た
中
か

ら
、毎
月「
月
間
賞
」を
選
出

し
ま
す
。
受
賞
さ
れ
た
方
に

は
魚
沼
市
の
特
産
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

◎
あ
な
た
の
投
稿
が
次
の
ラ

イ
ダ
ー
の
旅
の
き
っ
か
け
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

（
一
社
）魚
沼
市
観
光
協
会

☎
０
２
５-

７
９
２-

７
３
０
０

中
越
２

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア

Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

＃
ラ
イ
ダ
ー
交
流
の
聖
地

魚
沼
市  

今
年
度
も
開
催

し
ま
す
！
11
月
30
日
ま
で

開
催�

（
魚
沼
市
）

佐
渡
の
裂
き
織
り
作
品
が

県
展
の
最
高
賞
を
受
賞

�

（
佐
渡
市
）

◎
新
潟
県
内
最
大
の
総
合
美

術
展
で
あ
る
第
80
回
新
潟
県

美
術
展
覧
会（
県
展
）の
入
賞

作
品
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

◎
県
展
は
日
本
画
・
洋
画
・
版

画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
道
・
写
真

の
７
部
門
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

◎
今
回
、裂
き
織
り
作
家
の

加
藤
智
津
栄
さ
ん
に
よ
る
作

品「
悠
久
の
刻
」が
、工
芸
部

門
で
最
高
賞
と
な
る
県
展
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

◎
加
藤
さ
ん
は
６
月
に
佐
渡

市
長
を
表
敬
訪
問
し
、受
賞

の
喜
び
と
後
継
者
育
成
へ
の

期
待
を
語
り
ま
し
た
。

佐
渡
市
社
会
教
育
課

☎
０
２
５
９-

５
８-

７
３
５
６

４０００人以上が訪れる刈羽村最大のイベント

渡
辺
市
長
と
加
藤
さ
ん

（
写
真
右
）
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下
越
１

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

上
越

上
越
・
糸
魚
川
エ
リ
ア

◎
本
展
で
は
、令
和
９
年
夏

に
八
十
里
越（
国
道
２
８
９

号
）が
開
通
す
る
こ
と
を
見

据
え
、会
津
地
域
を
は
じ
め

と
す
る
八
十
里
越
を
越
え
た

先
の
地
域
の
工
芸
技
術
を
取

り
上
げ
ま
す
。

◎
ま
た
、佐
渡
は
金
の
採
掘

や
小
判
製
造
と
い
っ
た
佐
渡

金
山
を
中
核
と
し
た
産
業
が

発
展
し
ま
し
た
。

◎
こ
れ
ら
の
地
域
と
燕
の
つ

な
が
り
や
類
似
点
に
着
目

し
、時
代
を
越
え
て
継
承
さ

れ
て
き
た
技
術
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

会
期：
２
０
２
６
年
８
月
11
日

（
火・祝
）～
９
月
27
日（
日
）

会
場：
燕
市
産
業
史
料
館　

別
館

　

企
画
展
示
室

開
館
時
間：９
時
～
16
時
30
分

入
館
料：
大
人
４
０
０
円
、小
中
高

生
１
０
０
円

休
館
日：
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は

翌
平
日

住
所：
新
潟
県
燕
市
大
曲
４
３
３

０
‐
１

問
合
せ：燕
市
産
業
史
料
館

☎
０
２
５
６-

６
３-

７
６
６
６

◎
戦
国
の
名
将
・
上
杉
謙
信

公
の
武
勇
と
遺
徳
を
讃
え
る

上
越
市
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

◎
第
１
０
１
回
目
と
な
る
今

回
は
、上
越
市
で
広
く
親
し

ま
れ
て
い
る
越
後
上
越
上
杉

お
も
て
な
し
武
将
隊
の
謙
信

公
が
上
杉
謙
信
公
役
を
努
め

ま
す
。

◎
狼
煙
上
げ
を
合
図
に
ま
つ

り
が
始
ま
り
、謙
信
公
の
出

陣
の
様
子
を
再
現
し
た「
武

て
い
式
」、鎧
兜
に
身
を
包
ん

だ
武
者
た
ち
が
練
り
歩
く

「
出
陣
行
列
」、か
が
り
火
の

中
で
上
杉
と
武
田
の
両
軍
の

武
者
が
入
り
乱
れ
て
戦
う

「
川
中
島
合
戦
の
再
現
」な

ど
、戦
国
絵
巻
さ
な
が
ら
の

迫
力
と
臨
場
感
で
見
る
人
を

魅
了
し
ま
す
。

◎
ま
た
、物
産
展
や
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
ま
す
。

謙
信
公
祭
協
賛
会
事
務
局

（
上
越
市　

観
光
推
進
課
）

☎
０
２
５-

５
２
０-

５
７
４
１

◎
９
月
６
日（
日
）～
８
日

（
火
）に
は
北
区
旧
豊
栄
の
市

街
地
で
、五
穀
豊
穣
を
願
い

「
葛
塚
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。

◎
ま
つ
り
の
前
日
９
月
５
日

（
土
）に
は
、北
区
役
所
前
の

道
路
に
て「
豊
栄
大
民
謡
な

が
し
」も
行
わ
れ
ま
す
。

◎
現
在
も
続
く
定
期
市
場
の

「
葛
塚
市
」開
市
が
１
７
６
１

年
で
、住
民
は
遠
く
の
市
場

ま
で
、時
に
命
が
け
で
買
い

物
に
出
か
け
て
い
た
た
め
、

喜
び
の
あ
ま
り
そ
の
翌
年
開

市
日
を
祭
礼
日
と
し
て
、以

後
２
６
４
年
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
。

◎
各
町
内
の
灯
籠
運
行
、他

門
・
正
尺
の
神
楽
の
舞
の
披

露
な
ど
が
あ
り
、最
終
日
の

８
日
夜
に
は「
灯
籠
入
舞
・
押

し
合
い
」が
見
ら
れ
ま
す
。

◎
各
町
内
が
工
夫
を
凝
ら
し

て
制
作
し
た
灯
籠
が
勢
い
よ

く
押
し
合
う
姿
は
迫
力
満
点

で
す
。
ま
た
７
日
、８
日
は

例
年
約
２
０
０
店
の
露
店
も

出
店
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

新
潟
市
北
区
産
業
振
興
課

☎
０
２
５-

３
８
７-

１
３
５
６

下
越
２

新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

◎
新
発
田
の
夏
を
彩
る「
城

下
町
新
発
田
ま
つ
り
」の
象

徴
で
あ
る「
新
発
田
台
輪
」

は
、享
保
11
年（
１
７
２
６

年
）、新
発
田
藩
６
代
藩
主
・

溝
口
直
治
が
諏
訪
神
社
の
祭

礼
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、飾

り
人
形
を
載
せ
た
屋
台
を
出

す
よ
う
命
じ
た
こ
と
に
始
ま

り
、今
年
で
３
０
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。

◎
奉
納
台
輪
は
８
月
27
日
、

帰
り
台
輪
は
８
月
29
日
に
運

行
さ
れ
、「
城
下
町
新
発
田

ま
つ
り
」は
８
月
19
日
か
ら

29
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◎
先
人
た
ち
が
守
り
継
い
で

き
た
伝
統
を
未
来
へ
受
け
継

ぐ
た
め
、次
世
代
へ
の
継
承

事
業
と
し
て
寄
付
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
１
口
２
千
円
～

１
万
円（
返
礼
品
な
し
）

◎
ま
た
、３
０
０
周
年
を
記

念
し
て
市
内
の
老
舗
や
人
気

店
が
限
定
記
念
グ
ッ
ズ
を
販

売
し
ま
す
。
※
内
容
の
詳
細

は
各
販
売
事
業
者
の
HP
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
発
田
市
観
光
振
興
課

☎
０
２
５
４-

２
８-

９
９
６
０

城
下
町
新
発
田
の
誇
り

新
発
田
台
輪
３
０
０
周
年

記
念�

（
新
発
田
市
）

県
央

弥
彦
・
燕
三
条
エ
リ
ア

燕
～
八
十
里
越
～
佐
渡

産
業
・
工
芸
・
文
化
展

�
（
燕
市
）

第
１
０
１
回
謙
信
公
祭

開
催
日
：
８
月
22
日（
土
）、

23
日（
日
）�

（
上
越
市
）

秋
を
告
げ
る  

華
麗
な
る

灯
籠
の
舞  

葛
塚
ま
つ
り

�

（
新
潟
市
北
区
）
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の
「
ぽ
っ
ぽ
焼
き
」
も
食
べ

ら
れ
、
昔
懐
か
し
い
お
化
け

屋
敷
や
射
的
な
ど
も
人
気
。

子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人

も
童
心
に
か
え
っ
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
蒲
原

ま
つ
り
」
の
会
場
へ
は
、
JR

新
潟
駅
万
代
口
よ
り
徒
歩
で

約
15
分
で
す
。
駐
車
場
は
無

い
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
電
話
番
号

０
２
５

－２
４
６

－８
６
０
２

（
長
嶺
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

長
嶺
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会

http
s://m

in
eko

m
i.

sakura.ne.jp/

蒲
原
神
社

https://kanbarajinja.
jp/

３
．村
上
大
祭（
村
上
市
）

開
催
時
期
：
毎
年
７
月
６
日

〜
７
月
７
日

場
所
：
村
上
市
街
地
一
帯

特
徴
：
江
戸
時
代
か
ら
続
く

村
上
大
祭
は
西
奈
彌
（
せ
な

み
）羽
黒
神
社
の
例
大
祭
で
、

３
基
の
神
輿
に
御
神
霊
を
奉

遷
し
、
荒
馬
14
騎
と
稚
児
行

列
を
先
導
に
町
内
を
巡
行
す

る
「
お
旅
神
事
」
で
、
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
お
よ

び
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
絢

爛
豪
華
な
19
台
の
「
お
し
ゃ

ぎ
り
（
山
車
）」
が
町
を
巡

行
し
、
多
く
の
露
店
も
出
店

し
て
街
中
が
活
気
に
包
ま
れ

ま
す
。

「
村
上
大
祭
」の
会
場
へ
は
、

電
車
で
向
か
う
場
合
は
JR
羽

越
本
線
「
村
上
駅
」
で
下
車

後
、
徒
歩
で
約
20
分
、
車
で

向
か
う
場
合
は
日
本
海
東
北

自
動
車
道
「
村
上
瀬
波
温
泉

IC
」
よ
り
約
３
分
で
行
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
電
話
番
号

０
２
５
４

－７
５

－８
９
４
３

（
村
上
市
観
光
課 

観
光
交
流
室
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.sake3.

com
/m

urakam
itaisai/

目
よ
り
、
耳
よ
り

当
会
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ウ�

ェ
ブ
広
報
「
ま
い
た
け
」
で

は
、
新
潟
に
関
す
る
情
報
を

幅
広
く
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
「
30
市
町
村
リ

ン
ク
集
」
と
し
て
、
市
町
村

ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
各

市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

リ
ン
ク
し
て
お
り
、
各
種
情

報
が
得
ら
れ
ま
す
。

他
に
も「
新
潟
観
光
ナ
ビ
」

に
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
今
回

の
新
潟
三
大
高
市
（
え
ん
ま

市
、
蒲
原
ま
つ
り
、
村
上
大

祭
）
が
新
潟
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
ご
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

本
誌
で
も
、
ふ
る
さ
と
新

潟
の
情
報
を
つ
な
い
で
広
く

ご
案
内
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
・

読
者
の
皆
様
か
ら
も
伝
え
た

い
身
近
な
情
報
や
思
い
出
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
う
か
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
広
報  

清
水
）

ふ
る
さ
と
新
潟〈
夏
〉情
報

１
．え
ん
ま
市（
柏
崎
市
）

開
催
時
期
：
毎
年
６
月
14
日

〜
16
日

場
所
：
柏
崎
市
東
本
町
・
西

本
町
周
辺

特
徴
：
閻
魔
堂
（
西
本
町
）

の
縁
日
と
し
て
始
ま
り
、
露

店
は
約
４
５
０
軒
、
総
延
長

が
約
２
㎞
に
も
及
ぶ
規
模
を

誇
り
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
２

０
０
年
以
上
、
昔
、
馬
市
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
お
祭
り
が

現
在
の
露
店
が
立
ち
並
ぶ
姿

に
変
わ
っ
た
の
は
江
戸
時
代

中
期
頃
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
県
内
外
か
ら
毎
年
20
万

人
を
超
す
人
で
賑
わ
う
柏
崎

の
初
夏
の
風
物
詩
で
す
。

「
え
ん
ま
市
」の
会
場
へ
は
、

電
車
で
向
か
う
場
合
は
JR
信

越
本
線
・
越
後
線
「
柏
崎
駅
」

で
下
車
後 

徒
歩
で
約
15
分
、

車
で
向
か
う
場
合
は
北
陸
自

動
車
道
「
柏
崎
IC
」
よ
り
約

10
分
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
電
話
番
号

０
２
５
７

－２
１

－２
３
３
４

（
柏
崎
市
商
業
観
光
課 

観
光

振
興
係
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

s://w
w

w
.city.

kashiw
azaki.lg.jp

２
．蒲
原
ま
つ
り

　
　
（
新
潟
市
中
央
区
）

開
催
時
期
：
毎
年
６
月
30
日

〜
７
月
２
日

場
所
：
蒲
原
神
社
お
よ
び
周

辺（
新
潟
市
中
央
区
長
嶺
町
）

特
徴
：
蒲
原
神
社
と
そ
の
周

辺
を
埋
め
尽
く
す
露
店
と
、

８
０
０
年
の
伝
統
を
も
つ
、

そ
の
年
の
稲
作
の
豊
凶
を
占

う
神
事
「
御
託
宣
」（
お
た

く
せ
ん
）が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

蒲
原
神
社
を
中
心
に
延
べ
１

㎞
に
わ
た
り
約
４
５
０
店
も

の
露
店
が
立
ち
並
ぶ
、
県
内

最
大
級
の
縁
日
で
す
。
名
物

直線 2 キロに広がる！ 450 超の露店
画像：柏崎観光協会

江戸時代から続く伝統！ 国指定の重要無形民俗文化財
画像 : 村上市観光協会

延べ1キロに450店！ 名物「ポッポ焼き」も大集合
画像 : 長嶺地区コミュニティ協議会

「
熱
気
あ
ふ
れ
る
夏
の
風
物
詩
！
新
潟
三
大
高
市
（
た
か

ま
ち
）
へ
出
か
け
て
み
よ
う
」
―
新
潟
が
誇
る
県
内
最
大

級
の
縁
日
を
ご
紹
介
。
屋
台
や
伝
統
の
熱
気
を
ぜ
ひ
体
感

し
て
く
だ
さ
い
！
―

「
新
潟
三
大
高
市
（
た
か
ま
ち
）」
と
は
、
新
潟
県
内
で

数
多
く
の
露
店
（
屋
台
）
が
立
ち
並
ぶ
代
表
的
な
３
つ
の

縁
日
・
お
祭
り
を
指
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
次
の
３
つ
の

祭
り
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
伝
統
や
文
化
が
詰
ま
っ
た
お
祭

り
を
楽
し
み
に
お
出
か
け
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
但
し
、
日
程
の
詳
細
等
は
状
況
に
よ
り
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
た
め
、
お
出
か
け
の
際
は
各
自
治
体
や
観
光

協
会
の
公
式
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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◉
8
月
号
広
告
目
次

　

左
記
の
企
業
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

新
潟
縣
人

二
〇
二
六
年
八
月
号

定
価
三
〇
〇
円 （
送
料
別
）

発
行 

東
京
新
潟
県
人
会

編
集 

東
京
新
潟
県
人
会
広
報
委
員
会

〒
一
一
〇
―
〇
〇
〇
五

東
京
都
台
東
区
上
野
一
―
十
三
―
六

電
話 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
一
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
三
九
番

振
替 

〇
〇
一
六
〇（
四
）六
二
七
二
四

名
義 

東
京
新
潟
県
人
会

印
刷 

㈱D
I Palette

　
　

 �

東
京
都
中
央
区
晴
海
一
―
八
―
十 

晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド 

ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア 

オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
Ｘ
棟
40
階

編

集

後

記

海
水
温
の
上
昇
の
影
響
か
、
世

界
各
地
で
異
常
気
象
が
報
じ
ら
れ

る
中
、
日
本
で
も
例
年
以
上
の
暑

さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
熱
中
症
は

年
齢
を
問
わ
ず
誰
に
で
も
起
こ
り

得
ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と

十
分
な
休
息
を
心
掛
け
、
こ
の
夏

を
元
気
に
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
夏
と
言

え
ば
台
風
や
集
中
豪
雨
が
心
配
で

す
が
、
今
月
号
の
表
紙
は
、「
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
防
災
資
産
」
に
も
認
定

さ
れ
た
関
川
の
「
大
し
た
も
ん
蛇

ま
つ
り
」
で
す
。
自
然
へ
の
畏
敬

と
災
害
へ
の
備
え
を
楽
し
い
祭
り

を
通
し
て
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表
4

事業継承（親族、従業員、外部）・Ｍ＆Ａ・事業再生に関わるご相談、
何なりとどうぞ‼（初回無料です）

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

（ 25 ）



新潟本社　〒９５１-８６５０　新潟市中央区西湊町通三ノ町3300-3

　　　　　　　　　　 　　  　ＴＥＬ  ０２５-２２９-２５１１(代表)

東京支店　〒１０１-００３３　東京都千代田区神田岩本町４

　　　　　　　　　　 　　  　ＴＥＬ  ０３-３２５６-０９２１(代表)

　ホームページアドレス　https://www.honmagumi.co.jp

東京営業部 東京都中央区京橋２－４－１２（第一生命京橋キノテラス６階）

TEL 03(3270)4441

池袋支店 東京都豊島区池袋２－１－６（群馬銀行池袋ビル８階）

TEL 03(3981)8221

e-mail：daiichi-kankyo@mx1.alpha-web.ne.jp
本　社　東京都世田谷区代田 6－6－9－1A　☎03（3468）4114㈹

●　環境ダイイチ　あなたの為に!!

社　長　金　子　秀五郎（燕市出身）

ゴキブリ、ダニ、南京虫、ネズミ
白アリ、樹木害虫、除草作業

衛生害虫駆除請負

本　　社　新潟市中央区万代 4 丁目 5 番 15 号
　　　　　TEL ０２５- ２４７- ５１７１
東京支店　東京都新宿区中里町 29 番地 3
　　　　　TEL ０３- ５２０６- ５６６０

（ 26 ）



飲
酒
は
二
十
歳
に
な
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て
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。
お
い
し
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量
を
。

新 潟 県 長 岡 市 朝 日 880 ― 1
T E L . 0 2 5 8 （ 9 2 ） 3 1 8 1

東京新潟県人会 会報誌  広告のご案内
■東京新潟県人会…�東京都および近郊在住の新潟県出

身者、新潟県在住者
■発行部数…………�会員および新潟県庁・自治体役所・�

関連団体へ1200部（配送先：約1100部）

読者は新潟県にゆかりのある方や、新潟県を生活や事
業の中心に する個人・団体・企業など、新潟県を愛す
る方々ばかりです。

■記事内容
◎�都内・近郊に広がる新潟県人会・郷人会の活動を紹介
◎�「市町村だより」―佐渡・上越・中越・下越の観光情報などを紹介
◎郷土の文化人・芸術家の作品紹介
◎ふるさと納税 その他、ふるさと新潟を応援する記事を随時掲載

■折込広告…�会報誌に同封の折込広告も承ります。事
務局にお問い合せ下さい。

◎サイズ　Ａ４判より小さいもの（Ａ3・2 つ折りも可）
◎料　金　１回につき 30,000 円
■問 合 せ…�県人会事務局 ☎ 03 -3832-7619

広告掲載料金

●カラー（掲載ページ：表４・表３・表２）

１ページ 左右166㍉×天地265㍉ 92,570円（税込）

1/2ページ 左右166㍉×天地126㍉ 46,280円（税込）

1/4ページ 左右83㍉×天地126㍉ 23,650円（税込）

1/10ページ 左右80㍉×天地46㍉ 10,280円（税込）
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八
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発
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号
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